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岡城の魅力再発見



�広報たけた  平成23年７月号

山
の
う
え
に
こ
ん
な
大
き
い
石
を
積
み
あ
げ
る
な
ん
て
、
昔
の
人
っ
て
す
ご
い
な
あ

岡城跡の高い城壁

市民を対象とした景観計画策定のためのアンケート調査「竹田らしさを
感じる場所や竹田市にとって重要であると感じる場所はどこですか？」

（竹田市建設課調べ）の第１位が「岡城跡」（86.2％）でした。
市民の意識が高い場所ですが、近年観光客数は減少を辿っています。
今こそ岡城の魅力を見つめ直してみませんか。

岡城を知っていますか？　岡城の魅力は何ですか？

今こそ岡城へ行こう

シリーズ・まちづくりの胎動が聞こえ始めた 第２弾
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今こそ岡城へ行こう

　
竹
田
市
を
代
表
す
る
歴
史
遺
産
で

あ
る
国
指
定
史
跡
「
岡
城
跡
」
は
、

大
野
川
の
支
流
稲
葉
川
と
白
滝
川
に

挟
ま
れ
た
舌
状
台
地
に
築
か
れ
て
い

ま
す
。
５
月
に
開
催
さ
れ
た
国
の
文

化
審
議
会
で
答
申
が
出
さ
れ
た
国
指

定
天
然
記
念
物
「
竹
田
の
阿
蘇
火
砕

流
堆
積
物
」
で
形
成
さ
れ
た
基
盤
に
、

堅
固
な
石
垣
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
城
の
石
垣
の
石
材
も
火
砕
流

堆
積
物
の
溶
結
凝
灰
岩
を
切
り
出
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
存
す
る
石
垣
を
巡
ら
し
た
岡
城

は
、
文
禄
３
年(

１
５
９
４)

豊
臣

秀
吉
の
命
に
よ
り
播
州(

兵
庫
県)

三
木
城
か
ら
入
部
し
た
中
川
秀
成
に

よ
り
普
請
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
、

城
の
礎
を
築
い
た
秀
成
が
こ
の
世
を

去
っ
て
か
ら
、
４
０
０
年
を
迎
え
ま

す
。
以
来
、
岡
藩
は
江
戸
時
代
を
通

じ
、
徳
川
幕
府
の
外
様
大
名
中
川
氏

の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
居
城

で
あ
っ
た
岡
城
は
、
明
治
維
新
ま
で

豊
後
の
国
で
雄
藩
の
城
郭
と
し
て
そ

の
雄
姿
を
誇
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

地
方
大
名
は
転
封
さ
れ
領
主
が
変
遷

す
る
が
、
豊
臣
氏
の
配
下
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
中
川
氏
は
幕
末
ま

で
岡
藩
を
統
治
し
て
い
た
の
で
す
。

　

明
治
６
年(

１
８
７
３)

１
月
に

明
治
政
府
か
ら
廃
城
令
が
発
せ
ら
れ
、

明
治
７
年
に
大
分
県
に
よ
り
建
物
79

棟
が
入
札
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
廃
城
後
の
岡
城
跡
は
、
竹
木
が
繁

茂
し
荒
廃
し
て
い
き
ま
し
た
。
明
治

34
年
、
瀧
廉
太
郎
が
作
曲
し
た
「
荒

城
の
月
」
の
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
た
と

言
わ
れ
、
そ
の
名
は
著
し
く
知
れ
渡

り
ま
す
。

　
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
市
民

の
手
に
よ
り
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
11
年
12
月
16

日
に
は
約
７
万
３
千
㎡
が
国
指
定
史

跡
地
と
な
っ
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
ご
存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
史
跡
指
定
後
の
岡
城
跡
は
、
広
大

な
城
郭
の
う
ち
本
丸
跡・二
の
丸
跡・

三
の
丸
跡
の
中
枢
部
を
中
心
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
西
の
丸

一
帯
は
、
約
半
世
紀
の
間
、
風
水
害

や
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
が
一
部
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
竹
木
の

増
殖
・
石
垣
の
崩
壊
な
ど
で
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
す
ら
困
難
な
状
況
で

し
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
59
年

に
指
定
地
内
で
最
も
広
い
西
の
丸
跡

周
辺
の
公
有
化
が
実
現
し
た
こ
と
で

す
。
岡
城
跡
の
保
存
整
備
事
業
が
一

気
に
加
速
し
て
実
施
さ
れ
、『
保
存

整
備
基
本
設
計
』(

昭
和
62
年)

を

基
に
、
城
内
幹
線
道
路
の
整
備
、
石

垣
解
体
復
元
修
理
、中
川
覚
左
エ
門・

但
見
家
老
屋
敷
跡
の
遺
構
整
備
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
稲
葉
・
白
滝
の
両
河
川

を
含
む
城
域
ま
で
指
定
地
と
す
る
た

め
、
平
成
21
年
２
月
に
は
、
追
加
指

定
に
よ
り
約
50
万
㎡
の
広
大
な
指
定

地
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
岡
城
と
城
下
町
・
岡
藩
の

歴
史
や
文
化
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を

貴
重
な
財
産
と
し
て
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
な
飛
躍
・
発

展
を
目
指
し
て
整
備
を
推
進
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
　

　
さ
て
、
岡
城
が
国
指
定
史
跡
の
仮

指
定
が
さ
れ
た
昭
和
11
年
８
月
20
日

付
け
、
当
時
の
「
大
分
新
聞
」
に
は
、

岡
城
に
関
す
る
社
説
が
掲
載
さ
れ
、

「
此
の
名
城
を
有
す
る
こ
と
を
竹
田

町
は
、
い
た
く
誇
り
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」
と
い
う
内
容
の
論
評
が
書

か
れ
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
75
年

の
月
日
が
経
っ
た
現
在
、
岡
城
跡
は

竹
田
市
民
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し

た
。

  

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
多
く
の
来
訪
者
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
だ

け
は
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い『
岡
城
』

の
魅
力
を
次
号
か
ら
連
載
で
紹
介
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

↑中川覚左ェ門家老屋敷跡遠景

↑整備された中川但見家老屋敷跡

↑本丸跡に登る石段

国
指
定
史
跡
「
岡
城
跡
」
の
魅
力 

知
っ
て
そ
う
で
、知
ら
な
い
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岡
城
ご
観
覧
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
る
岡
城
の
魅
力

「
整
備
は
さ
れ
て
い
る
が（
城
を

想
像
で
き
る
）手
が
入
り
過
ぎ
て
な

い
と
こ
ろ
が
、GOOD

！
巻
物
状

の
地
図GOOD

！
も
っ
と
他
県
等

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
良
さ
そ
う
。
秋

か
春
に
再
度
来
た
い
で
す
。Thank 

you

！
」

（
福
岡
県
宗
像
市
・
男
性
・
25
歳
）

「
大
変
感
動
し
ま
し
た
が
、
道
案

内
が
非
常
に
悪
い
。
奥
の
方
ま
で

行
っ
て
し
ま
い
、感
動
も
半
減
で
す
」

（
山
口
県
・
女
性
・
52
歳
）

「
縄
張
り
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に

整
備
さ
れ
て
い
て
、
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
」

（
東
京
都
あ
き
る
の
市
・
女
性
・
61
歳
）

「
山
城
、
廃
城
、
城
跡
が
好
き
で

す
が
、
こ
こ
は
今
ま
で
訪
れ
た
中
で

も
最
も
お
気
に
入
り
の
場
所
に
な

り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
景
観

と
城
跡
を
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
」（

広
島
県
海
田
町
・
男
性
・
36
歳
）

「
整
備
の
具
合
が
丁
度
良
い
。
順

路
を
『
カ
ン
タ
ン
コ
ー
ス
』、『
て
い

ね
い
コ
ー
ス
』
に
分
け
て
は
？
」

（
静
岡
県
三
島
市
・
男
性
・
62
歳
）

「
城
郭
が
飾
り
た
て
ず
に
残
っ
て

い
て
、規
模
も
思
っ
た
よ
り
大
き
い
」

（
福
岡
県
福
岡
市
・
男
性
・
66
歳
）

　

桜
の
咲
く
春
や
紅
葉
に
彩
ら
れ
る
秋
に
比
べ
て
、
観
光
客
が
減
少
す
る
梅
雨
の
時
期
（
６
月

６
日
～
17
日
）に「
国
指
定
史
跡　

岡
城
跡
」を
訪
れ
た
お
客
様
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

←桜の花見客であふれる岡城二の丸。昔から憩
いの場所だったことを窺い知ることができ
る。撮影日不明。（写真集「竹蔵」より） こ

の
景
観
と
城
跡
を
い
つ
ま
で
も

お母さんと行った
桜まつり
　岡城がすごいのは、桜がきれい
なところと景色がいいところ。
　小さい頃にお母さんと桜まつり
に岡城に出掛けたことがあって、
桜がとてもきれいだったなあと覚
えているよ。

竹田小学校６年　橋
はし

爪
づめ

　駿
しゅん

くん

惹きつけられる「城跡」に
何か魅力がある
　岡城は「城跡」しか残っていま
せんが、これ程多くの観光客が訪
れるというのは、何か魅力がある
のだと思います。
　僕は小学校３年時に竹田に引っ
越して来ました。昔、太鼓をやっ
ていまして、桜祭りの時に岡城で
演奏をしたことがあります。その
時の満開の桜は、一番心に残って
います。

竹田中学校３年　後
ご

藤
とう

誠
せい

太
た

郎
ろう

くん

山の上に石垣を作って
いるところがすごいなあ
　家族旅行で城めぐりをしたこと
がありますが、岡城みたいに山城
で、あんなにすごい石垣があると
ころはなかったです！
　それと一番上に登ると広い場所
があって、ものすごく大きなお城
があったんだなと思いました。

豊岡小学校６年　野
の

村
むら

蓮
れ

夏
な

さん

みんなでのぼろう！

岡城だいすき　
　おとうさんやおじいちゃんが小さい頃に遊んだ城跡
は、今も変わらぬ情景で迎えてくれます。岡城周辺に
学校がある子どもたちに「岡城跡」についての思い出
などを聞いてみました。
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「
瀧
廉
太
郎
ゆ
か
り
の
城
跡
に
来

る
こ
と
が
で
き
て
、
あ
の
歌
詩
の
意

味
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」

（
東
京
都
調
布
市
・
性
別
年
齢
不
詳
）

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
観
光

客
の
皆
さ
ん
が
全
国
各
地
か
ら
訪
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
貴
重
な
ご
感
想
や
ご
意
見
を
今

後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
竹
田
総
合
地
域
学
セ
ン
タ
ー
由

学
館
の
「
第
２
回
由
学
館
セ
ミ

ナ
ー
」
が
６
月
５
日
、
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
岡
藩
に
お

け
る
学
術
文
化
の
開
花
」
を
テ
ー

マ
に
、
講
話
と
研
究
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
由
学
館
顧
問
で
あ
る
中
川
久
定

先
生
が
「
世
界
・
豊
後
・
竹
田
」

を
演
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
鎖
国
時
代
、
長
崎
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
商
会
を
通
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
日
本
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
実
践
的
な
知
識
人

と
し
て
熊
沢
蕃
山
の
備
前
岡
山
藩

で
の
改
革
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
熊
沢
蕃
山
が
、
岡
藩
に
招
か

れ
た
期
間
は
短
か
っ
た
が
、
後
世

に
残
る
水
路
事
業
や
植
林
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
豊
後
は
瀬
戸
内
海
文
化

圏
と
密
接
に
繋
が
っ
て
お
り
、
頼

山
陽
な
ど
の
知
識
人
が
訪
れ
交
流

が
あ
っ
た
。
竹
田
は
文
化
的
に
孤

立
し
た
町
で
は
な
く
、
熊
沢
蕃
山

を
通
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
非
常
に
意

味
の
あ
る
町
で
あ
り
、
ま
た
、
瀬

戸
内
海
文
化
圏
を
通
し
て
日
本
全

体
と
の
繋
が
り
も
持
っ
て
い
た
町

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
背

負
い
な
が
ら
、
発
展
を
遂
げ
る
よ

う
な
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
竹

田
の
未
来
を
祈
っ
て
い
る
」。

↑講演する中川久定先生

竹高の生徒にとっては、
好きな場所のひとつ
　「城壁が人工で造られたとは思えな
い程きれいにつくられていて、それ
を文化遺産にするべき」というお城
マニアの声もあります。
　中学生の頃、遠足で岡城に登った
ことがあって、西の丸で友達と缶ケ
リをして遊んだり、弁当を食べたり
したことが忘れられない思い出です。
　本丸からの景色は最高で、私たち
竹高の生徒にとっては馴染みのある、
好きな場所のひとつだと思います。

竹田高校２年　工
く

藤
どう

優
ゆう

輔
すけ

くん

「今年の桜はこんなにきれいだったよ」
　岡城の本丸に登ると、九州の名峰たる山々が見渡せるところが魅
力。それと、春は桜、秋は紅葉とすばらしい景観が楽しめます。
　我校は地元の生徒が約３割、残りは他県等から来ています。せっ
かく竹田市で学び、生活をしているので、有名な岡城について知ら
なければということで、毎年、春の遠足の時に、市の文化財課職員
の方をお招きして、詳しく説明をしていただいております。
　私は今、祖父母の家に住んでいます。祖父母は少し腰が悪いので
岡城には行けないのですが、私が写真を撮って「今年の桜はこんな
にきれいだったよ」と伝えてあげたらすごく喜んでくれました。竹田南高校３年　年

とし

森
もり

萌
もえ

子
こ

さん

初めての「岡城」は、
お姉ちゃんの誕生日
　私の家は岡城のすぐ近くにあっ
て、小さい頃から友だちや家族と
何回も行ったことがあります。初
めて行ったのは、お姉ちゃんの誕
生日でした。その時、私はまだ幼
稚園児でしたが、上から景色を見
たのがその時初めてでしたので、
すごく感動しました。それが一番
の思い出です。竹田中学校３年　工

く

藤
どう

綾
あや

華
か

さん

中
なかがわ

川  久
ひさやす

定  氏
京都大学名誉教授、竹田市名
誉市民、第18代中川家当主。
研究分野：フランス文学史、
思想史。文学博士。日本学士
院会員。元京都国立博物館館
長。元国際高等研究所副所長。
前国際18世紀学会副会長。日
本学術会議連携会員

発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る

竹
田
市
の
未
来
を
祈
る
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竹
田
市
議
会
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
と
も
に

５
０
７
４
万
円
の
増
額
が
可
決
さ
れ

た
本
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）。
予
算
措
置
さ
れ
た
多
岐

に
わ
た
る
事
業
の
中
で
、
特
に
独
自

性
あ
ふ
れ
る
政
策
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
外
交
の
進
展

　
昨
年
10
月
に
開
催
し
た
、
廣
瀬
武

夫
を
テ
ー
マ
と
し
た
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
は
、
ロ
シ
ア
と
の
新
た
な
国

際
交
流
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め

自
治
体
国
際
化
協
会
の
助
成
金
を

活
用
し
今
秋
、
ロ
シ
ア
と
の
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
当
市
で
開
催
し
ま
す
。

２
９
９
万
円
の
事
業
費
は
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
に
伴
う
講
師
や
通
訳
へ
の
報

償
費
、
旅
費
、
冊
子
作
成
経
費
に
充

当
さ
れ
ま
す
。

　
日
露
ロ
ー
カ
ル
外
交
に
進
展
し
た

草
の
根
交
流
の
輪
は
、
年
を
重
ね
る

た
び
に
広
が
り
を
見
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

（
総
務
省
・
交
付
金
１
千
万
円
）

Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
の
推
進

　
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事

業
で
当
市
は
「
都
市
と
農
村
を
つ
な

ぐ
竹
田
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
提
案
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
補
正
予
算
の
３
事
業
を
加
え
、
過

疎
か
ら
の
脱
却
に
挑
戦
し
ま
す
。

◇
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
地
域
資
源
発

掘
事
業
（
３
４
５
万
５
千
円
）

　
統
一
化
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し

た
案
内
板
４
基
の
設
置
や
資
源
マ
ッ

プ
の
作
成
に
よ
り
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
の
一
体
感
を
生
み
出
し
ま

す
。

◇
Ｔ
Ｓ
Ｇ
事
業
（
２
５
万
８
千
円
）

　
竹
田
総
合
学
院
事
業
の
一
環
と
し

て
、
歴
史
的
文
化
的
テ
ー
マ
に
基
づ

く
講
座
を
開
設
し
、
地
域
力
、
人
間

力
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。（
８
頁

参
照
）

◇
農
村
回
帰
支
援
事
業

（
３
０
１
万
９
千
円
）

　
農
村
回
帰
竹
田
塾
や
農
村
回
帰
政

策
研
究
会
、
由
学
館
イ
ン
関
西
や
農

村
回
帰
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
通
じ
、

都
市
と
農
村
の
繋
が
り
を
強
め
、
農

村
回
帰
の
う
ね
り
を
高
め
ま
す
。

南
山
荘
の
将
来
を
模
索

　
老
朽
化
が
著
し
い
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
市
直
営
）
の
運
営
方
法
、
将
来

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
懇
話
会
を
設

置
し
ま
す
。
各
分
野
か
ら
選
任
さ
れ

た
委
員
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
（
懇

話
会
）
の
提
言
を
参
考
に
南
山
荘
の

将
来
設
計
を
検
討
し
ま
す
。
７
人
分

の
報
償
費
11
万
２
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

住
環
境
へ
の
支
援

　
大
分
県
が
行
う
「
お
お
い
た
安
心

住
ま
い
改
修
支
援
事
業
」
は
、
高
齢

者
の
簡
易
耐
震
改
修
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
、
子
育
て
世
帯
が
子
ど
も

部
屋
の
増
築
、
間
取
り
変
更
し
た
場

合
に
助
成
を
行
う
も
の
で
、
本
事

業
に
連
動
し
た
市
負
担
分
を
含
む

５
１
７
万
５
千
円
（
17
件
分
）
を
予

算
計
上
し
ま
し
た
。

農
業
分
野
も
支
援

　
基
幹
産
業
の
振
興
策
が
当
市
を
活

気
づ
け
る
カ
ン
フ
ル
剤
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
林
水
産
業
費
に
増
額
補
正
さ
れ

た
４
７
８
４
万
７
千
円
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
竹
田
市
農
産
物
・
農
村
加
工
品
流

通
対
策
会
議
へ
の
助
成

　
地
元
農
産
品
や
農
産
加
工
品
の
流

通
促
進
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

同
会
議
へ
の
補
助
金
及
び
施
設
整
備

費
（
１
０
０
０
万
円
）

◇
畜
産
拠
点
た
る
久
住
高
原
再
生

　
ガ
ン
ジ
ー
牧
場
を
経
営
す
る
㈱
ま

る
ひ
で
が
、
久
住
高
原
に
計
画
す
る

肥
育
施
設
の
設
置
に
対
し
、
県
と
と

も
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
「
久
住
高
原
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま

し
た
。（
１
４
４
０
万
円
）

　
こ
の
他
に
も
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
荻
３
期
地
区
の
事
業
着
手
に

係
る
基
礎
資
料
の
計
画
策
定
等
に

要
す
る
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

（
９
４
０
万
円
）

企
業
誘
致
の
実
現

　
旧
下
竹
田
小
や
旧
双
城
中
の
校
舎

が
大
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
た
官
学

連
携
の
拠
点
に
変
貌
す
る
な
か
、
旧

祖
峰
中
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
を
耐

震
診
断
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
を
前
提
と
し
た
学
校

跡
地
利
用
の
た
め
の
調
査
費
用
は
、

４
３
１
万
５
千
円
で
す
。

竹
田
分
館
二
期
工
事

　
４
月
に
耐
震
改
修
を
終
え
た
竹
田

分
館
（
旧
一い

ち

味み

楼ろ
う

）
を
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
の
根
幹
を
な
す
城
下
町

再
生
の
切
り
札
と
す
る
た
め
、
浄
化

槽
設
置
や
給
排
水
設
備
、
照
明
器
具

設
置
を
中
心
と
し
た
設
備
整
備
を

行
い
ま
す
。
国
の
「
文
化
遺
産
を

活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性

化
事
業
」
を
活
用
し
た
事
業
費
は
、

１
６
８
０
万
６
千
円
で
、
約
半
額
を

国
の
補
助
金
で
ま
か
な
い
ま
す
。

６
月
議
会
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
見
る

前
進
す
る『
竹
田
ら
し
さ
』

↑ロシア大使館のフェシュン 1 等書
記官が昨年の嚶鳴フォーラムで意
見発表を行いました。
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■
総
務
課
・
行
政
改
革
推
進
室

　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
の
あ
り
方
の
再
検
討

を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
内
容
に
よ

る
契
約
期
間
等
に
つ
い
て
も
十
分
な

協
議
検
討
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

組
織
機
構
改
革
を
は
じ
め
、
定
員
管

理
計
画
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
の
行

財
政
改
革
に
引
き
続
き
取
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　
真
に
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
と
な

る
地
域
振
興
や
文
化
振
興
事
業
の
企

画
を
行
う
と
と
も
に
、
農
村
回
帰
推

進
や
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
、
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
な
ど
市
民
協
働
で
取
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

　

タ
ー

　
竹
田
市
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、

市
の
政
策
や
行
事
を
は
じ
め
、
農
業
、

観
光
、
商
業
な
ど
の
き
め
細
や
か
な
、

地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部　

　
火
災
や
救
急
業
務
の
的
確
、
迅
速

な
対
応
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
予

防
業
務
に
努
め
て
、
市
民
の
安
全
安

心
な
生
活
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

■
図
書
館　
　

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広

い
年
齢
層
の
方
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
親
し
み
や
す
い
図
書
館
に
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
図
書
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

要
望
に
応
え
る
図
書
を
揃
え
て
い
た

だ
く
よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
。

■
財
政
援
助
団
体

　
竹
田
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ
て

い
る
団
体
か
ら
５
団
体
を
抽
出
し
、

補
助
金
等
が
交
付
目
的
に
従
っ
て
適

切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

監
査
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
け
る
事
業

計
画
等
に
つ
い
て
は
、
精
力
的
に
取

組
ま
れ
て
い
る
が
引
続
き
十
分
な
精

査
を
行
い
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
監
査
事
務

局　

☎
６
３
ー
４
８
１
９

本
田
照
昭
さ
ん
に
感
謝
状

　
３
期
12
年
間
に
わ
た
り
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

荻
町
の
本
田
照
昭
さ
ん
が
、
法
務
省

人
権
擁
護
局
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
本
田
さ
ん
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

　

  

御
沓
氏
と
熊
野
氏

　
６
月
８
日
、
市
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
、
人
権
擁
護
委
員
に
御
沓
貞
則

さ
ん
（
筒
井
）
の
再
任
が
同
意
、
熊

野
一
男
さ
ん
（
荻
町
政
所
）
の
新
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
会
委
員

を
選
任

　

竹
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
会

委
員
に
芋
生
徳
男
さ
ん
（
南
稲
葉
）、

後
藤
茂
春
さ
ん
（
馬
背
野
）、
秦
栄

一
さ
ん
（
下
矢
倉
）
の
３
名
を
選
任

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
本
年
６
月
６
日
か
ら
平
成

26
年
６
月
５
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

教
育
委
員
に
加
藤
誠
氏

　
６
月
８
日
、
市
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
、教
育
委
員
に
加
藤
誠
さ
ん（
栢

木
）
の
新
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
長
に
は
岩
屋
庄
一
さ

ん
（
冬
田
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
監
査
委
員

  　

村  

上  

長  

生

    　

  

同

  　

中  

村  

憲  

史

監  

査  

公  

表

  

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
２
月
か
ら
平

成
23
年
４
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
等

の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
稲
葉
川
を
豊
か
で
き
れ
い
に
す

る
会
（
早
川
和
会
長
・
加
入
団
体

数
33
）」
は
、
継
続
的
な
河
川
清
掃

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
公
益

社
団
法
人
日
本
河
川
協
会
か
ら
河

川
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
も
様
々
な
活
動
を
通
じ
、

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を
守
り

ま
す
。

稲葉川を
いつまでもきれいに

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲

◇
旭
日
双
光
章　
阿
南　
　
馨
さ
ん
（
赤
坂
・
75
歳
） 

元
・
竹
田
市
長

◇
旭
日
単
光
章　
小
池　
敏
博
さ
ん
（
上
町
・
73
歳
）

　
元
大
分
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
副
理
事
長

◇
瑞
宝
中
綬
章　
茅
野　
　
博
さ
ん
（
赤
川
・
80
歳
）
長
崎
大
学
名
誉
教
授

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◇
瑞
宝
双
光
章　
坂
本　
重
文
さ
ん
（
市
川
・
61
歳
）
元
・
２
等
陸
尉

◇
瑞
宝
単
光
章　
小
伏
間
敬
雄
さ
ん
（
荻
町
政
所
・
61
歳
）
元
・
３
等
陸
尉

　
　
　
　
　
　
　
森　
　
照
王
さ
ん
（
別
府
市
・
65
歳
）

　
元
・
竹
田
市
消
防
司
令
長
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国
の
文
化
審
議
会（
西
原
鈴
子
会
長
）が
５
月
20
日
に
開
か
れ
、「
竹
田

の
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
」ほ
か
８
件
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
所
在
地
（
指
定
面
積
）】
飛
田
川
地
区
（
５
５
６
５・０
３
㎡
）、
挾
田
１

地
区
（
２
８
２
８・６
８
㎡
）、
挾
田
２
地
区
（
５
万
４
１
８
１・９
８
㎡
）

【
指
定
理
由
】
世
界
有
数
の
カ
ル
デ
ラ
火
山
で
あ
る
阿
蘇
火
山
は
、
約

30
万
年
前
の
阿
蘇
１
火
砕
流
の
噴
出
で
始
ま
り
、
約
９
万
年
前
の
阿
蘇
４

火
砕
流
ま
で
の
間
に
４
回
の
火
砕
流
を
流
出
す
る
大
噴
火
に
よ
り
、
現
在

の
阿
蘇
火
山
を
象
徴
す
る
大
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
ま
し
た
。
大
分
県
竹
田
地

域
は
、
火
山
国
日
本
を
代
表
す
る
阿
蘇
火
山
の
火
砕
流
堆
積
物
の
す
べ
て

（
阿
蘇
１
～
阿
蘇
４
）
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
火
砕
流
堆
積
物
の
う
ち
特
に
溶
結
凝
灰
岩
は
、
石
材
と
し
て
利

用
さ
れ
、
城
の
石
垣
や
石
橋
、
磨
崖
仏
な
ど
、
地
域
の
歴
史
と
暮
ら
し
を

語
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
全
国
に
誇
れ
る
竹
田
の
魅
力
が
ま

た
ひ
と
つ
加
わ
り
ま
し
た
。

↑挾田２地区（甌穴：火災流堆積物が河川浸食
　を受け形成）

↑挾田１地区（阿蘇火砕流による崖の形成）

「
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
」
が
国
の
天
然
記
念
物
に

大分合同新聞文化教室特別講座

竹田総合学院 ( ＴＳＧ )
まもなく開講します

　竹田市では、先進的市政を目指す竹田版政策マニュアル「竹
田市新生ビジョン」の理念に基づき、竹田総合学院（ＴＳＧ）
構想を推進しています。
　竹田総合学院（ＴＳＧ）は、ふるさと竹田に埋もれた歴史・
文化の再発見と、竹田に根付いた人材育成・起業・就業支援の
２本柱で事業を展開し、農村回帰宣言による移住定住の促進と、
地域資源の再構築により地域に根付いた起業家を育成し、雇用
の創出を目指します。
　今年度は、そのスタートとして大分合同新聞文化センターと
の共催による「歴史・文化資源再発見特別講座」を開講いたし
ます。
◇開催を予定している講座一覧

講　　座 開催予定日 講　師 講　師　紹　介

紙　　　人
（紙人形） ８月27日～28日 冨永嘉子

山口市在住
和紙を使った紙人形「紙人

（かみびと）」を製作

竹　田　学 10月・12月で
計２回 辻野　功 別府大学客員教授

竹田大使

温泉療養学 11月　１回 松田忠徳 札幌国際大学教授
温泉学者

短　　　歌 １月 川野里子 歌人　第15回若山牧水賞
受賞　竹田市出身

　募集は、７月中旬より大分合同新聞の紙面にて随時募集を
行います。
　なお、受講を希望される市民の皆さんにつきましては、竹
田市より受講料の助成を行います。詳しくは、下記までお問
い合わせください。
●お問い合せ　竹田市企画情報課文化・地域振興室
　　　　　　　☎ 63-1111（内線 221） FAX 63-0995

城下町の魅力再発見！

城下町「ぶらり　ひとつま味
み

キャンペーン」開催します
　「ぶらりひとつま味クーポン」とは、城
下町の各参加店にて利用できる、ちょっぴ
りつまみ食いをするクーポンです。各参加
店、または観光ツーリズム協会でクーポン
を購入し、城下町をぶらぶら散策してみま
せんか。

●期間　 ６月 25 日㈯～９月 30 日㈮
●場所　 竹田城下町一円の商店街
●料金 　クーポン１冊（５枚綴り）500 円
●お問い合せ
　竹田市観光ツーリズム協会　☎ 63-0585

（営業時間 8:30 ～ 17:00）

←ぶらりひとつま味
　クーポン

　
荻
町
に
進
出
を
表
明
し
た
㈱
ア
ク

テ
ィ
ス
（
東
京
都
）
と
竹
田
市
が
、

６
月
22
日
大
分
県
庁
で
協
定
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
と
同
社
の
東
野
義
明
代

表
取
締
役
社
長
と
の
協
定
締
結
に
は
、

広
瀬
県
知
事
と
加
藤
市
議
会
議
長
も

立
会
い
、
施
設
ト
マ
ト
や
露
地
野
菜

の
栽
培
を
行
う
農
業
生
産
法
人
が
設

立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
㈱
ア
ク
テ
ィ
ス
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
農
業
の
業
務
効
率
化
及
び
地
域

の
担
い
手
拡
大
を
目
的
に
農
業
に
関

わ
る
Ｉ
Ｔ
化
、
施
設
ト
マ
ト
及
び
露

地
野
菜
の
生
産
・
販
売
な
ど
の
事
業

展
開
す
る
た
め
に
、
荻
地
域
で
農
業

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

荻
の
大
地
で
農
業
事
業
を
展
開

株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
ス
が
進
出
表
明

↑進出を表明した㈱アクティスの東野義明代表取締役社長〔写真左から２番目〕
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平
成
23
年
度
竹
田
市
地
域
審
議
会

が
５
月
26
日
に
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
審
議
会
は
国
の
合
併
特
例
法

に
基
づ
き
設
置
し
、
市
長
の
諮
問
に

対
し
て
、
地
域
課
題
を
審
議
し
問
題

解
決
に
向
け
た
答
申
を
行
う
機
関
で

す
。

　
今
年
度
も
地
域
の
問
題
点
に
対
し

て
、
下
記
の
諮
問
内
容
で
市
長
よ
り

各
地
域
審
議
会
に
答
申
を
求
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
審
議
会
に
お
い
て
は
、
活

発
な
ご
意
見
で
地
域
活
性
、
地
域
振

興
に
向
け
て
の
施
策
を
審
議
し
て
い

た
だ
き
、
議
論
の
集
積
結
果
を
今
年

度
の
答
申
と
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

【
竹
田
地
域
審
議
会
】

 

・「
地
域
の
問
題
点
に
対
し
て
、
今

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
」

【
荻
地
域
審
議
会
】

 

・「
地
域
の
問
題
点
に
対
し
て
、
今

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
」

 

・「
荻
庁
舎
の
あ
り
方　

場
所
・
エ

リ
ア
に
つ
い
て
」

【
久
住
地
域
審
議
会
】

 
・「
地
域
の
問
題
点
に
対
し
て
、
今

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
」

 

・「
久
住
高
原
荘
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」

 

・「
久
住
支
所
の
利
活
用
に
つ
い
て
」

【
直
入
地
域
審
議
会
】

 

・「
地
域
の
問
題
点
に
対
し
て
、
今

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
」

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報
課

　

☎
６
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

平
成
23
年
度　

竹
田
市
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

対
話
か
ら
生
ま
れ
る
政
策
力

竹田西南戦争研究会が
記録誌を寄贈

　６月７日、竹田西南戦争研究会から、竹田にお
ける西南戦争の記録をまとめた「桃源郷の銃声」を
100部、教育委員会に寄贈いただきました。
　西南戦争（明治10年）は日本最後の内戦であり、
研究会では、郷土竹田で起こった激戦と、それに
巻き込まれながらも家族や郷土を守ろうとした祖
先の想いを、多くの方に知ってもらうためにこの
冊子を編纂したとのことです。

竹田市暴力団排除条例が制定されました

　「大分県暴力団排除条例」が制定されたこと
を受け、竹田市においても市民の安全で平穏
な生活を確保するとともに、市内の社会経済
活動の健全な発展に寄与することを目的に、

「竹田市暴力団排除条例」が制定され、平成23
年10月１日から施行されます。
　市民全体で、「安全で明るい住みよい都市」
の実現をめざし、連携、協力していきましょう。
 
●お問い合わせ
　竹田市総務課行政係　☎63-4800（直通）

平成23年10月1日施行

この条例は、竹田市から暴力団を排除するため、「市、市民及び
業者の果たす役割」「暴力団排除に関する基本的施策」「青少年
に対する教育等のための措置」等について定めています

基 本 理 念

暴力団を
利用しない

暴力団に
協力しない

暴力団と
交際しない

→
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

　

史
実
を
伝
え
て
い
き
ま
す
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高齢者を肺炎からまもる！

肺炎球菌ワクチン接種の
　　　  助成を始めます７月１日から

　肺炎は竹田市の死因の第３位（全国では４位）で、肺炎で亡くなら
れている方の 95％以上が高齢者の方です。肺炎の予防のためには、日
頃の健康管理のほか肺炎の主な原因菌である肺炎球菌の予防接種も非
常に効果的だと言われています。
　そこで、このほど竹田市では、以下により 75 歳以上の高齢者に対し
て、予防ワクチンの接種費用の助成を始めることにしました。
　肺炎球菌ワクチンの効果は 5 年程度であり、予防効果のほかに肺炎
になった場合でも軽症ですむことや、抗生物質が効きやすいなどの効
果もあると言われています。かかりつけの先生とご相談のうえ、この
機会に接種をうけることをお勧めします。

◇助成対象者：竹田市に住民票がある方で、75歳以上
（接種日時点）の方

◇助成額：3,000円（１回限りの助成）
◇助成方法：接種費用は7,000円程度で、以下により

助成を行います。
　①市内医療機関：窓口で3,000円の助成額を除いた

金額をお支払いください。
　②市外医療機関：接種費用の全額を支払った後、領

収書を添えて助成申請（請求）書を提出してくださ
い。後日、3,000円を指定口座に振り込みます。

◇接種時に必要なもの：生年月日が確認できるもの
（健康保険証や介護保険証など）

◇経過措置：平成23年４月１日から６月30日までに
接種された方も助成の対象となります。領収書を添
えて市健康増進課または各支所いきいき市民課まで
申請してください。

◇市内で接種できる医療機関
　予約が必要ですので、事前に電話で確認願います。

医療機関名 電話番号
伊藤医院 ７５－２２２２
大久保病院 ６４－７７７７
加藤病院（＊注） ６３－２３３８
加藤内科医院 ６３－２００６
久住加藤医院 ７６－０００８
工藤医院 ６３－２３０４
くろかわ医院 ６３－１６１７
古訓堂黒川クリニック ６３－２３５８
佐藤医院 ６８－２００５
志賀内科 ６３－２０８３
竹田医師会病院（＊注） ６３－３２４１
竹田診療所 ６２－４０１４
道全内科 ６３－２２７０
秦医院 ６３－２２４６
みはら整形外科クリニック ６２－３８５０
柚須医院 ６３－２０１６

＊注：加藤病院と竹田医師会病院は原則として入院患者に
　　　限ります。

日本脳炎の予防接種について
◎平成７年６月１日～平成 19 年４月１日生まれで日本脳炎の予防接種が完了していない

方は、満 20 歳未満までの間、定期予防接種（無料）として接種できるようになりました。
◎予防接種の標準的なスケジュールは、3 歳から 4 歳にかけて行う１期接種と、9 歳以上

で行う 2 期接種とになります。
◎母子健康手帳を確認し、上記の予防接種が不十分な方はこの機会に受けることをお勧め

します。
◎生年月日や予防接種の実績によって、個別の接種スケジュールが異なりますので、詳し

くは医療機関、または竹田市健康増進課（☎ 63-4810）にお問い合わせください。
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竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
久住支所いきいき市民課  ☎76-1111
直入支所いきいき市民課  ☎75-2142

今
月
の〔

食
育
〕レ
シ
ピ

◆ピーマンのグラタン

【作り方】
１．ピーマンは縦半分に切り、ヘタを残して種をとる。玉ねぎは

みじん切りにする。
２．卵は割りほぐし、ヨーグルトとみそを混ぜ合わせる。玉ねぎ、

ツナも混ぜる。
３．ピーマンに２を流し込み、上に粉チーズとパン粉を混ぜ合わ

せてふりかける。
４．オーブントースターで約 10 分キツネ色に焼く。

〈今月の食材〉ピーマン

〈材料〉４人分
　ピーマン　　　　　４個
　卵　　　　　　　　１個
　ヨーグルト　　　　80ｇ
　みそ　　　　　　　小さじ２
　玉ねぎ　　　　　　40ｇ
　ツナ（缶）　　　　　40ｇ
　粉チーズ　　　　　小さじ２
　パン粉　　　　　　大さじ１

　ピーマンの原産地は南米で、トウガラシを品種改良して辛
味をなくしたものです。抗酸化作用のあるビタミン C・カロ
テンが豊富で、しかもピーマンのビタミン C は加熱しても
壊れにくいため、炒めものなどにしてもしっかり補給できま
す。これからの日焼けの時期に肌を守ってくれそうですよ。
ピーマンの青臭さはピラジンという成分によるもので、血栓
を防ぎ心筋梗塞や脳梗塞の予防に有効と言われています。赤
ピーマンは青ピーマンよりカロテン、ビタミン C、ビタミン
E が豊富です。甘みが強く生でも食べやすいので、青ピーマ
ンが苦手な方は赤ピーマンから入るとよいでしょう。 

＊
熱
中
症
と
は
＊

　
高
温
多
湿
な
環
境
の
中
で
は
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
や
す
く
な
り
、
体
温
調
整
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
す
る
と
筋
肉
痛
・
大
量
の
発
汗
、

さ
ら
に
は
吐
き
気
や
体
の
だ
る
さ
が

現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
屋
外

だ
け
で
な
く
室
内
で
も
発
症
し
ま
す

し
、
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
発
症

す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

＊
予
防
法
は
＊

　
「
水
分
補
給
」と「
暑
さ
を
避
け
る
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
こ
ま
め
な
水
分
と
塩
分
補
給

　

②
通
気
性
が
よ
く
、
吸
湿･

速
乾

性
の
あ
る
衣
服
の
着
用

　
③
保
冷
剤
や
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど

に
よ
る
体
の
冷
却

　
④
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
利
用
し

た
温
度
の
調
整

　
⑤
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
の
着
用

 

＊
こ
ん
な
こ
と
に
も

　
　

   

気
を
つ
け
て
＊

　

①
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意
！

　
　
　
熱
中
症
患
者
の
半
数
は
高
齢

者
で
す
。
暑
さ
や
水
分
不
足

に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下

し
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整

機
能
も
低
下
し
ま
す
。
の
ど
が

渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に

水
分
補
給
し
、
暑
さ
を
感
じ
な

く
て
も
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で

温
度
調
整
を
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

②
節
電
を
意
識
し
す
ぎ
な
い
よ
う

ご
注
意
を
！

　
　
　

気
温
や
湿
度
が
高
い
時
は
、

決
し
て
無
理
な
節
電
を
せ
ず
、

適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
用
し
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

　

③
周
り
と
協
力
し
て
、
熱
中
症
予

防
に
声
を
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う

＊
熱
中
症
に

　
　

な
っ
た
と
き
は
＊

　

①
涼
し
い
場
所
へ
の
避
難

　

②
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す

　

③
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

　

④
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
場
合
や

意
識
が
な
い
場
合
は
救
急
車
を

熱
中
症
対
策
を
万
全
に
！

　

熱
中
症
は
７
～
８
月
に
か
け
て
発
生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。
し
か
し
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

トマトジュース
（無塩）300ml

水 700ml
塩  3g

（小さじ 1/2 杯）

砂糖  40g
（上白糖大さじ 4 と 1/2 杯）

つくってみよう おいしいＯＲＳ
ORS ＝経口補水液

スポーツドリンク（イオン飲料）は電解質が少なく、
糖分が多いので脱水の治療には向きません。
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←久住高原から世界へ！夢に向かって乾杯！
　写真左が、持永登茂べっぷ昭和園代表取締役社長
　（くじゅう水泉郷地ビール村新製品完成披露会会場にて）

市長コラム
〈第24回〉

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮
毫したのが『有由有縁』。人との
出会いや物事との接点が生まれ
るのは、偶然ではなく、それな
りの理由が働くからであるとい
う意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を
訪れ、竹田高校で講演した川端
との縁は、まさに目には見えな
い力だけれど、神の配剤としか
思えない。

　
水
不
足
か
ら
一
転
し
て
大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
先
月

18
日
、
19
日
に『
久
住
高
原
の
唄　
日
本
一
大
会
』が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
。
本
来
な
ら

ば
今
年
が
13
回
目
の
大
会
と
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ひ
と
つ
飛
ば
し
て
14
回
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の

で
し
た
。「
今
年
も
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
で
開
催
を
躊

躇
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
日
本
民
族
の
心

を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
唄
う
こ
と
が
大
切
だ
よ
と
み
ん
な

に
励
ま
さ
れ
て
決
断
し
ま
し
た
」と
話
す
大
会
会
長
の
野

上
善
孝
さ
ん
の
言
葉
ど
お
り
、
渡
辺
重
伸
実
行
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
懸
命
な
準
備
と
呼
び
掛
け
に

よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
雨
の
た
め
に
屋
外
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
さ
れ
、
私
も
２
日

間
県
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
舞
台

を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
く
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
久
住
大
船　

朝
日
に
晴
れ
て

　
　
　
　

駒
は
い
な
な
く　

草
千
里　

草
千
里
』

　
唄
っ
て
わ
ず
か
に
２
分
前
後
の
舞
台
。
た
っ
た
こ
れ
だ

け
の
歌
詞
な
の
に
、
そ
れ
で
も
、
荒
波
に
う
ね
る
よ
う
な

大
き
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
立
ち
姿
か
ら
発
せ
ら
れ
る
気
、
顔
の
表
情
は
も
ち
ろ
ん
、

声
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る

と
同
時
に
、
そ
の
人
の
人
生
さ
え
垣
間
見
れ
る
よ
う
で
し

た
。

　
審
査
委
員
長
の
大
澤
淡
洞
先
生
の
講
評
に
も
、「
舞
台

に
立
つ
態
度
も
大
切
で
す
し
、
声
を
張
り
上
げ
て
歌
お
う
、

歌
お
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
に
景
色
が
目
に
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
。『
神
は
細
部
に
宿
る
』と
言
い
ま
す
が
、
今
回
の

も
う
ひ
と
つ
の
大
収
穫
は
休
憩
時
間
に
あ
り
ま
し
た
。
審

査
委
員
の
先
生
方
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
授
け
ら
れ
た
の

は
、『
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
と
船
村
徹
先
生
と
竹
田
の
縁
』の

こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
べ
っ
ぷ
昭
和
園
の
持

永
社
長
さ
ん
肝
煎
り
の『
く
じ
ゅ
う
高
原
地
ビ
ー
ル
』の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
２
題
と
も
に
、
壮
大
な
構
想
に
つ
ら
な
る
の
で
こ
の
紙

面
で
は
お
伝
え
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
せ
め
て
地

ビ
ー
ル
の
こ
と
だ
け
で
も
。

　
前
夜
、
久
住
高
原
荘
で
供
さ
れ
た
地
ビ
ー
ル
の
お
い
し

さ
に
感
動
し
た
先
生
方
が
、
是
非
、
す
ば
ら
し
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
世
界
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
私
の
背
中
を
押
す
の

で
す
。

　
「
こ
の
久
住
高
原
の
唄
か
ら
引
用
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、〝
駒
の
い
な
な
き
〟と
か
」と
発
案
さ
れ
た
の

は
、
福
島
竹
峰
先
生
。
女
性
な
が
ら
も
、
さ
す
が
に
民
謡

の
大
家
、
ス
ケ
ー
ル
と
情
感
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て「
酵
母
草
快
」と
冠
を
付
け
ら
れ
た
の
は
、
大
分
合
同
新

聞
社
の
元
文
化
部
長
の
可
児
敦
彦
さ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
提
案
を
耳
に
し
た
持
永
社
長
は
、「
い
い
。
す
ご

く
い
い
。
即
採
用
で
す
。
私
た
ち
は
時
に
も
人
に
も
恵
ま

れ
て
運
が
い
い
」と
大
喜
び
で
し
た
。

〔写真左から〕　高橋　公（NPO ふるさと回帰支援センター事務局長）、見城美枝子
（NPO ふるさと回帰支援センター理事長）、首藤勝次（竹田市長）、坂井智宏（四国

霊場26番札所 金剛頂寺住職）、小松幹侍（高知県室戸市長）、菅原文太（俳優・宮城
県仙台市出身）、西田敏行（俳優・福島県郡山市出身）（敬称略）

ふるさとから、ふるさとへ
　「被災ふるさと」から「受け入れふるさと」へ避難と移住を進めよう
と、ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターは６月14日、東日本大震
災の被災者の県外移住を支援する「ふるさとから、ふるさとへ」情報
センターを開設しました。
　首藤市長も記者会見に出席し、被災者の支援を表明しました。

 ～岩手、宮城、福島の被災者のための「ふるさと支援」～

「
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
」
か
ら
生
ま
れ
た
地
ビ
ー
ル
の
新
銘
柄

酵
母
草
快

＝市長が俳優菅原文太さん・西田敏行さんたちと＝
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民
謡
は
ふ
た
り
が
３
、４
歳
の
頃
、

祖
母
の
影
響
で
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
現
在
も
学
業
や
部
活
動（
ふ
た
り

と
も
卓
球
部
）に
勤
し
み
な
が
ら
、
月

２
回
の
民
謡
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
「
妹
を
越
せ
た
時
は
嬉
し
い
」と
話
す

姉
・
緋
奈
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
こ
の

夏
は
中
学
生
最
後
の
挑
戦
。
一
番
身
近

な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
い
合
い
、
互
い

に
技
量
を
伸
ば
し
て
き
た
姉
妹
。
妹
の

才
能
を
認
め
る
か
ら
こ
そ「
負
け
た
く

な
い
」と
い
う
本
音
も
ポ
ロ
リ
。『
久
住

高
原
の
唄
』で
聴
衆
に
感
動
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
唄
う
こ
と

を
誓
う
。

　
ま
た
、
妹
の
菜
月
さ
ん
は
民
謡
の
魅

力
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
歌
詞
を
読
む
だ
け
で
昔
の
情
景
が

心
に
浮
か
ん
で
く
る
。
ま
だ
知
ら
な
い

唄
に
ふ
れ
る
の
は
、
い
つ
も
楽
し
み
で

す
」

　
県
大
会（
１
位
）で
唄
っ
た
、
宮
崎
県

民
謡「
正
調
刈
干
切
唄
」で
、
全
国
入
賞

を
目
指
し
ま
す
。

　
８
月
20
日
・
21
日
、
東
京
で
開
か
れ

る
全
国
大
会
。
ま
ぶ
し
い
笑
顔
に
導
か

れ
て
、
お
ふ
た
り
の
こ
の
夏
の
活
躍
を

期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜

東
京
大
学
大
学
院
景
観
研
究
室　
修
士
２
年

金
井
雄
太

　

先
日
、「
城
下
町
再
生
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
出
席
す
る
た
め
、
７
ヶ
月
ぶ

り
に
竹
田
を
訪
れ
ま
し
た
。
２
年
前

の
10
月
に
初
め
て
竹
田
を
訪
れ
て
以

来
、
５
度
目
の
竹
田
と
な
り
ま
す
が
、

毎
回
季
節
が
違
う
の
で
、
行
く
た
び

に
新
た
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
僕
は
神
奈
川
県
の
住
宅
街
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
う
ほ
ど
都
会
で
は

な
か
っ
た
で
す
し
、
周
り
に
は
田
ん

ぼ
や
畑
も
あ
っ
た
の
で
、
季
節
を
感

じ
な
い
街
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
街
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大

学
に
入
っ
て
か
ら
住
ん
で
い
る
東
京

で
も
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
本

当
に
わ
ず
か
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
竹
田
に
は

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
が
た
く
さ

ん
存
在
し
て
い
ま
す
。
城
下
町
の
中

だ
け
で
考
え
て
も
、
木
々
の
量
、
そ

し
て
身
近
さ
が
東
京
や
神
奈
川
と
は

大
違
い
で
す
。
街
中
を
流
れ
る
水
路

の
水
音
も
、
よ
く
耳
を
澄
ま
す
と
季

節
ご
と
に
違
っ
た
表
情
を
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
竹
田
を
訪
れ
て
季

節
感
の
豊
か
さ
を
痛
感
し
た
の
が
、

棚
田
の
風
景
を
見
た
と
き
で
し
た
。

僕
は
、
過
去
４
回
の
訪
竹
の
際
は
い

ず
れ
も
城
下
町
を
中
心
に
調
査
し
て

い
た
の
で
、
棚
田
の
風
景
を
き
ち
ん

と
目
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
、
空
が
反
射
し
た
田
植

え
し
た
て
の
水
田
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
ま

し
た
。

　
季
節
を
感
じ
る
こ
と
は
、
人
が
現

代
的
な
生
活
を
送
る
上
に
お
い
て
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
都

会
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
は
、
季

節
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
人
々
は
平
然
と
生
活
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
季
節
感
を
犠
牲
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
お
そ
ら
く
、
そ
ん
な

生
活
を
ず
っ
と
続
け
る
と
、
心
の
中

が
ど
こ
か
満
た
さ
れ
な
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
僕
は
そ
う

で
す
。
そ
れ
を
満
た
そ
う
と
し
て
、

例
え
ば
人
は
旅
行
に
出
か
け
る
の
で

し
ょ
う
。

　
竹
田
は
、
そ
ん
な
「
現
代
人
の
心

の
隙
間
を
埋
め
る
」
風
景
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
今
回
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
次
に
竹
田
を
訪
れ

る
際
に
、
ま
た
少
し
育
っ
た
稲
と
棚

田
の
風
景
が
、
僕
を
癒
し
て
く
れ
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

感

竹

田

雑

今月のひと

歌
詞
の
情
景
を

  

心
を
込
め
て
唄
い
た
い

後
藤 

緋ひ

奈な

子こ

（
竹
田
南
部
中
学
３
年
・
14
歳
）（
姉
）

「
平
成
23
年
度
民
謡
・
民
舞
少
年
少
女
県
大
会
」（
６
／
５
開
催
）の
中
学
生
の
部
に
お
い
て
１
位（
後
藤
菜
月
さ
ん
）、

２
位（
後
藤
緋
奈
子
さ
ん
）で
入
賞
を
果
た
し
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
姉
妹

後
藤 
菜な

月つ
き

（
竹
田
南
部
中
学
２
年
・
13
歳
）（
妹
）

菜月さん（左）は、全国大会出場が
今年で８回目。緋奈子さん（右）も
今回が４回目を数える

19
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自
ら
が
放
つ
矢
に
魂
を
込
め
て

　

菅
未
沙
希（
竹
田
高
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
・
３
年
）さ
ん
が「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ（
平
成
23
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
）」（
８
／
８
～
11
・

青
森
県
八
戸
市
）に
出
場
。

　
「
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

や
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
み
な

さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
大
分

県
代
表
と
し
て
、
全
力
で
プ
レ
ー
し

て
き
た
い
」

学
校
内
の
感
動
を
伝
え
た
い

　

竹
田
南
高
校
新
聞
部
は「
第
35
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
新
聞
部

門
」（
８
／
３
㈬
～
７
㈰
・
福
島
県

会
津
若
松
市
）に
今
年
で
28
回
目
の

出
場
。

　
才
田
彩
加
部
長（
３
年
）「
全
国
大

会
で
は
、
新
聞
制
作
を
通
し
て
、
多

く
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
人
づ
き

あ
い
を
学
び
た
い
。
ま
た
、
今
後
の

学
校
新
聞
で
は〝
い
か
に
み
ん
な
が

頑
張
っ
た
か
〟を
記
事
に
す
る
。
伝

え
ら
れ
る
の
は
私
達
し
か
い
な
い
の

だ
か
ら
」

良
い
試
合
を
し
て
勝
ち
残
る
！

　

剣
誠
館（
加
藤
誠
監
督
）は「
第
46

回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
中
学

生
の
部
・
団
体
戦
」（
７
／
27
㈬
・

日
本
武
道
館
）に
出
場
。
川
原
嵩
登

主
将
は「
今
年
こ
そ
は
１
回
戦
を
突

破
し
、
そ
れ
か
ら
勝
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。
竹
田
市
の
代
表

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り

と
良
い
試
合
を
し
た
い
」

本
州
最
北
端
の
山
系
を
踏
破
せ
よ

　

竹
田
高
校
山
岳
部
が「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ（
平
成
23
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
登
山
大
会
・
第
55
回

全
国
高
等
学
校
登
山
大
会
）」（
８
／

９
㈫
～
12
㈮
・
岩
木
山
、
北
八
甲
田

山
系
）に
28
回
目
の
出
場
。

　
「
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ
て
、
大

分
県
代
表
と
し
て
上
位
入
賞
を
狙
っ

て
い
き
た
い
」（
工
藤
純
心
主
将
）

　
「
山
岳
は
チ
ー
ム
競
技
な
の
で
、

家
族
の
よ
う
で
す
。
頂
上
に
着
い
た

時
の
達
成
感
が
魅
力
。
い
い
結
果
が

出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」(

高

橋
綾
乃
主
将)

■ 

九
州
大
会
出
場

○「
平
成
23
年
度
全
九
州
高
等
学
校
体

育
大
会
」（
７
／
８
㈮
～
11
㈪
・
阿
蘇

山
系
）に
竹
田
高
校
山
岳
部（
若
杉
耀

介（
２
年
）、
大
石
航（
２
年
）、
菅
雄

大
生（
２
年
）、
衛
藤
史
弥（
２
年
））が

出
場
。
※
女
子
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
メ
ン
バ
ー
が
出
場

○「
第
29
回
九
州
少
年
柔
道
大
会
」（
６

／
25
㈯
・
佐
賀
県
基
山
町
）に
山
中
真

那
斗
く
ん（
豊
後
大
野
市
少
年
柔
道
教

室
・
竹
田
南
部
小
３
年
）出
場
。

○「
平
成
23
年
度
全
九
州
高
等
学
校
体

育
大
会
・
第
17
回
全
九
州
高
等
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会
」（
６
／
18

㈯
・
長
崎
県
佐
世
保
市
）に
工
藤　
綾

さ
ん（
竹
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
・

３
年
）出
場

※
す
で
に
試
合
日
程
が
終
了
し
て
い

る
大
会
も
あ
り
ま
す
。

　
全
国
の
輝
か
し
い
舞
台
で
、
み
な

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
！

こ
の
夏
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

輝
け
！
竹
田
の
星

森　大至（都野中２年）、加藤杏菜（都野中２年）、内田美咲（都
野中３年）、川原嵩登（都野中３年）、成安由輔（都野中３年）

〔敬称略〕

【男子】工藤純心（３年）、伊東慎之助（３年）、赤木
舜（２年）、河村元太（２年）

【女子】高橋綾乃（３年）、國廣愛里（２年）、重石有
佳里（２年）、一宮未晴（２年）〔敬称略〕

↑才田彩加さん

↑菅未沙希さん

元気と団結力で大きな夢へ
　シグマ（工藤桂太監督・20人）が「第８回全日本
一般男子ソフトボール選手権大会」（７／ 30㈯
～８／１㈪・長野県茅野市）に出場。
　工藤監督は「元気と団結力で大きな夢へと邁進
しているチーム。出場が夢のひとつだった全国
大会では、チームがランクやレベルもアップす
るためのステップだと考えている。勝つことは
もちろん、レクリエーションではない『競技』と
しての普及と、ソフトボール人口拡大のために
尽力したい」と話してくれました。

↑シグマのみなさん
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インターネットを活用して地域活性化をめざす

竹田市場オープン

「
竹
田
市
場
」は
、

地
域
を
活
性
化
す
る
枠
組
み

　
昨
年
東
京
か
ら
竹
田
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

今
年
４
月
に「
情
報
開
発
研
究
所
」を
設

立
し
た
工
藤
英
幸
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム「
竹

田
市
場
」を
７
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　
「
竹
田
市
場
」で
は
、
竹
田
市
内
外
の

出
身
者
や
、
都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
竹

田
に
関
心
が
あ
る
人
た
ち
を
対
象
と
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）と
い

う
機
能
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
で
は
な

い
会
員
間
で
の
情
報
交
換
や
交
流
を
、

住
ん
で
い
る
場
所
や
時
間
に
関
係
な
く

可
能
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
機

能
で
は
市
内
で
製
造
さ
れ
た
商
品
の
み

を
販
売
。「
ふ
る
さ
と
お
と
り
よ
せ
」と

し
て
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
出
身

者
に
と
っ
て
は
、
ふ
る
さ
と
に
触
れ
る

機
会
、
出
身
者
で
は
無
い
が
、
竹
田
市

に
関
心
が
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
地

域
を
知
っ
て
い
く
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
か
ら
贈
り
物
と
し
て
市

外
の
方
に
贈
っ
た
場
合
は
竹
田
の
認
知

度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

工
藤
さ
ん
は「
最
初
は
よ
く
わ
か
ら

な
く
て
も
、
経
験
す
る
こ
と
で
理
解
し

て
い
け
ま
す
。
全
国
的
に
も
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
融
合
し
、
地
域
活
性
を
試
み
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
。
そ
の
挑
戦
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

地域活性化システム
「竹田市場」

http://taketa-ichiba.jp/
※「竹田市場」で検索して
　ください
問 情報開発研究所
　 ☎0974-62-3998

工藤　英幸　くどう  ひでゆき

大学卒業後、東京の情報通信会社等の勤務を経て、昨年１月

にUターン。これまでの経験を活かし、竹田を活性化させた

いと、インターネットを通じた活動、ブログ講習会等を行っ

た。NPO法人ふるさと回帰支援センターの農村六起に応募し、

今年の２月に「ふるさと起業家」の認定を受ける。

４月に「株式会社 情報開発研究所」設立。今月23日、地域活性

化システム「竹田市場」運営をスタート。竹田市出身

723㈯

竹
たけ

田
た

市
いち

場
ば

オープン

　

６
月
16
日
木
曜
日
、
城
原
小
学

校
の
児
童
の
み
な
さ
ん
が
東
日
本

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

音
楽
姉
妹
都
市〝
仙
台
〟の
児
童
を

励
ま
そ
う
と
作
成
し
、
お
預
か
り

し
て
い
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
手
紙

を
仙
台
市
内
の
小
学
校
に
お
届
け

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
東
六
郷
小
学
校

（
全
校
児
童
37
名
）で
は
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
片
桐
正

志
校
長
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
こ
ち
ら
か
ら
今

回
の
趣
旨
や
竹
田
市
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
お
話
を
し
た
後
、
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
手
紙
を
児

童
代
表
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
み
ん
な
で
映
像
を
見
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
こ
う
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
、
会
場
内
に

城
原
小
学
校
の
18
人
の「
ひ
ろ
い
世

界
へ
」の
元
気
な
歌
声
が
響
き
わ
た

る
と
、
み
ん
な
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
じ
っ
と
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
３
人
の
児
童
か
ら「
元

気
が
出
て
き
ま
し
た
」と
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

東
六
郷
小
学
校
の
児
童
は
、
全

員
が
家
を
流
さ
れ
、
家
族
を
失
っ

た
子
ど
も
も
多
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
が
一
人
ひ
と
り
の
心
の

中
に
入
り
込
ん
で
、
元
気
の
素
と

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

城
原
小
学
校
の
児
童
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
竹
田
市
仙
台
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
　
志
賀　
秀
一
）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
届
け
ら
れ
た
、
城
原
っ
子
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

「
元
気
が
出
て
き
ま
し
た
」

　

城
原
小
学
校
の
児
童
が
被
災
地
と
な
っ
た
姉
妹
都
市
・
宮
城
県
仙

台
市
の
小
学
生
を
励
ま
そ
う
と
制
作
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
志
賀
秀

一
竹
田
市
仙
台
事
務
所
長
が
現
地
の
小
学
校
に
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

↑ビデオレターを鑑賞する東六郷小学校の
　児童のみなさん
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６
月
９
日
、
南
部
小
学
校
の
６
年

生
40
名
が
国
立
別
府
重
度
障
害
者
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
、
こ
の
日
ま
で
採
っ

た
ほ
た
る
約
３
０
０
匹
と
手
づ
く
り

の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
造
花
等
を
入
所
者
に
贈
呈
し
ま

し
た
。
ま
た
、
歌
や
リ
コ
ー
ダ
ー
の

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
に
は
竹
田
小
学
校
の
６

年
生
22
名
が
大
分
市
の
ろ
う
あ
児

施
設「
あ
け
ぼ
の
学
園
」と
盲
児
施
設

「
清
明
学
園
」を
訪
問
し
、
ほ
た
る
約

４
０
０
匹
を
贈
り
ま
し
た
。

　
児
童
は
施
設
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
体
育
館
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て

遊
び
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

↑ふるさと竹田に新たな魅力を提供した『くじゅうビール王』

↑ほたるを手渡す竹田小の児童
↑大根ぬきゲームで遊ぶ

友情のほたるおくり

　「日本一のビール村」、その夢を実現す
るため久住高原に復活した地ビール村

『くじゅう水泉郷・地ビール村』が、新た
な地ビールを開発し、６月15日に完成披
露会を開催しました。

磨かれた技に学ぶ！

　
６
月
４
日
と
６
日
に
行
わ
れ
た
大

分
県
高
等
学
校
体
育
大
会
10
人
制
ラ

グ
ビ
ー
競
技
で
優
勝
し
た
竹
田
高
校

ラ
グ
ビ
ー
部（
江
藤
賢
監
督
）が
優
勝

旗
を
初
め
て
同
校
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　
部
員
不
足
の
た
め
、
全
国
大
会
の

あ
る
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
に
は
出
場
で

き
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
４
チ
ー
ム
総
当
り
の
大
会

で
３
戦
全
勝
を
果
た
し
、
完
全
優
勝

を
遂
げ
た
も
の
で
す
。

　

１
年
生
６
人
を
加
え
、
18
人
と

な
っ
た
同
部
が
こ
れ
か
ら
め
ざ
す
の

は
、
花
園
に
向
け
た
15
人
制
ラ
グ

ビ
ー
県
予
選
で
す
。

　
「
全
学
年
が
一
丸
と
な
っ
た
全
員

ラ
グ
ビ
ー
で
勝
利
を
め
ざ
し
ま
す
」。

　
首
藤
幹
陽
主
将
が
、
力
強
く
そ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
創
作
す
る
喜
び
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、竹
田
市
技
能
士
会
主
催「
も

の
づ
く
り
体
験
教
室
」が
６
月
14
日
、

都
野
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は「
本
立
て
」（
建
築
大
工
）、「
円

形
工
芸
畳
」（
畳
）、「
銅
板
工
芸
」（
板

金
）、「
型
抜
き
人
形
」（
左
官
）の
４

コ
ー
ス
。

　
児
童
は
夢
中
に
な
っ
て
、
創
作
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

竹
田
高
校
10
人
制
ラ
グ
ビ
ー
初
優
勝

ほたるを贈る南部小の児童
（第46回ほたる贈り）

　地域活性化を目的に、八幡川横丁路地
裏ビアガーデン実行委員会が週末限定の

『路地裏ビアガーデン』を開催中です。白
壁土蔵と石畳の風情の中で、楽しい仲間
が集まればカンパ～イ♪

→
『路地裏ビアガーデ

ン 』や っ て ま す！
毎 週 金 曜・ 土 曜　
17:00 ～ 20:00（～
24日まで）

↑初優勝した竹田高校ラグビー部。「竹田高校の団体球技で優勝で
きたのは、ラグビーのみ。誇りを持っていい」と江藤監督は語る

ビールで地域おこし
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

↑秋の稲刈り、12 月のしめ縄づくりが楽しみ

宮
砥
分
館
で
白
水
窯
開
き

　故郷の民謡を歌い継ごうと「第14回久住
高原の唄日本一大会」が６月18 ～ 19日の２
日間、くじゅうサンホールで開かれました。
169名の参加者は、日々練習を積んだ歌声を
館内に響かせていました。
　19日の本選終了後の各部門優勝者による
大賞決定戦を制し、青年の部優勝の佐世しの
ぶさん（大分市）が『日本一大賞（日本民謡協会
賞）』を獲得しました。主な結果は次のとおり。

【少年少女の部】優勝・岩本希（宮崎県）、【高年の部】優勝・
西川栄子（熊本県）、【壮年の部】優勝・猿渡和代（福岡県）、

【青年の部】優勝・佐世しのぶ（大分市）〔敬称略〕

↑日本一大賞を獲得した佐世しのぶさん

佐
世
し
の
ぶ
さ
ん（
大
分
市
）が

 
「
久
住
高
原
の
唄

　
　

   
日
本
一
大
賞
」に
！

　
５
月
21
日
、
荻
町
西
福
寺
の
水
田
で
、

佐
伯
市
上
浦
町
東
雲
小
学
校
の
４
～
６

年
生
児
童
35
名
と
荻
小
学
校
の
全
校
児

童
35
名
が
参
加
の
田
植
え
体
験
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

５・
６
年
生
は
昨
年
も
体
験
し
て
い

る
た
め
、
手
早
く
苗
を
植
え
付
け
て
い

ま
し
た
。
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、

田
ん
ぼ
の
泥
に
足
を
取
ら
れ
転
倒
。
泥

ん
こ
姿
に
な
り
な
が
ら
も
、
初
め
て
の

田
植
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
は
く
す
い
運
営
委
員
会
」は
陶
芸

教
室
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
推
進

し
よ
う
と
、
竹
田
市
元
気
づ
く
り
支

援
事
業
の
助
成
を
受
け
て
完
成
し
た

陶
芸
用
の
窯
開
き
を
５
月
28
日
、
福

祉
施
設
は
く
す
い（
宮
砥
分
館
・
旧

宮
砥
小
学
校
）で
行
い
ま
し
た
。

　

会
澤
秀
長
宮
砥
分
館
長
は「
こ
の

宮
砥
小
学
校
の
跡
地
を
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
、
陶

芸
教
室
や
は
た
織
り
教
室
な
ど
で
地

域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。 

上
浦
と
荻
の
児
童
が
田
植
え
交
流

↑白水窯開きに集まった宮砥地域のみなさん
　芸術文化を通じて交流が生まれています

↑陶 芸 教 室 を 指 導 す る
　高木逸夫さんが窯開き

　
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
い
、

遊
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

竹
田
、
南
部
、
直
入
の
３
つ
の
公
立

幼
稚
園
の
園
児
と
そ
の
保
護
者
が
集

う『
な
か
よ
し
幼
稚
園
』が
６
月
14
日
、

竹
田
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
77
名
の
園
児
た
ち
は
、
親
子
体
操

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

友だちできたよ！
　
６
月
５
日
、
本
格
的
な
夏
山
シ
ー

ズ
ン
の
訪
れ
を
告
げ
る『
第
59
回
く

じ
ゅ
う
山
開
き
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
久
住
山
頂
で
は
午
前
10
時
に
安
全

祈
願
を
行
い
、
登
山
者
に
記
念
ペ
ナ

ン
ト
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た
登
山
愛
好
家

が
大
勢
詰
め
か
け
、
く
じ
ゅ
う
山
系

の
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

くじゅう山開き・雨天開催！
　

６
月
７
日
、「
平
成
23
年
度
よ
い

歯
コ
ン
ク
ー
ル
」が
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
高
齢
者
の
部
門
】

最
優
秀
賞
・
小
出
徳
男（
80
歳
・
高

練
木
）
／
優
秀
賞
・
阿
南
ト
ヨ
コ

（
80
歳
・
田
井
）

※
２
名
は
市
代
表
と
し
て
県
の
書
類

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
母
と
子
の
部
門
】

最
優
秀
賞
・
塩
谷
留
美
子
、太
郎（
屏

風
ヶ
渕
）
／
優
秀
賞
・
小
野
マ
ヤ
、

蒼
馬（
ド
イ
ツ
村
） 

※
最
優
秀
賞
の
塩
谷
さ
ん
は
、
７
月

９
日
に
実
施
さ
れ
る
県
大
会
に
竹

田
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
〔
敬
称
略
〕

き
れ
い
な
歯 

い
つ
ま
で
も↑小出徳男さん↑塩谷留美子さん、太郎くん
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“ふるさとの味”贈りませんか

『奥豊後竹田ふるさと友の会』
会員募集中！
　「奥豊後竹田ふるさと友の会」では、今年も

皆さんに喜んでいただける竹田の産物をたく

さんご用意しました。

　遠く離れた友人、知人に懐かしい竹田の味

を贈ってみませんか。お中元、お歳暮として

もご利用いただいております。

【夏の便】
　トマト、高菜の漬物、サフラン球根、手
づくりジャム、かりんとう、酒パン、梅干し、
味みそ、干したけのこ、竹田名水、かぼす
ドリンクＣサワー、花切り、ナスの辛子漬け、
押し花うちわ、かぼすゼリー＆かぼす水羊
羹　（以上15品目）

○募集要項
会　　費　１口 9,000円（８月、12月の２回分）

　　　　　送料・クール・箱代込み

申込期限　「夏の便」　７月26日㈫まで

　　　　　※土日はＦＡＸで受付

●お問い合せ・お申し込み
　・奥豊後ふるさと友の会事務局（竹田市農政課）

　　☎0974-63-4805　FAX 0974-63-3990

　・荻支所産業建設課

　　☎0974-68-2215　FAX 0974-68-2815

　・久住支所産業建設課

　　☎0974-76-1116　FAX 0974-64-3107

　・直入支所産業建設課

　　☎0974-75-2215　FAX 0974-75-2084

せ
ら
知
お
の
ら
か
局
務
法

の
市
野
大
後
豊
び
及
市
田
竹

　

 

す
ま
り
わ
変
が
庁
扱
取
の
記
登
人
法
・
社
会

・
社
会
の
市
野
大
後
豊
び
及
市
田
竹
、
で
ま
れ
こ

　

佐
局
務
法
方
地
分
大
、
は
て
い
つ
に
務
事
記
登
人
法23

月
９
年

26

務
法
方
地
分
大
、
ら
か
）
定
予
（
㈪
日

ま
り
な
に
と
こ
う
扱
り
取
て
い
お
に
門
部
記
登
局

。
す

月
９
★

26

の
表
の
次
、
は
い
扱
取
の
務
事
の
降
以
日

務
事
記
登
）
等
物
建
・
地
土
（
産
動
不
。
り
お
と

。
ん
せ
ま
り
あ
は
更
変
、
は
て
し
ま
き
つ
に

事
請
申
記
登
る
な
と
要
必
い
伴
に
更
変
の
庁
扱
取
★

わ
変
が
号
番
等
人
法
社
会
、
が
ん
せ
ま
り
あ
は
務

ち
持
お
在
現
。
い
さ
だ
く
意
注
ご
、
で
の
す
ま
り

会社・法人登記事務の内容
竹田
支局

登記
部門

会社・法人登記の申請手続き

会社・法人の登記の登記事項証明書の発行 ○ ○

会社・法人の印鑑証明書の発行 ○ ○

会社・法人の登記事項要約書の発行

会社・法人の紙の登記簿の閲覧及び謄本等の発行

会社・法人の印鑑カードの発行・再発行・廃止 ○ ○

会社・法人の電子署名の届出 ○ ○

会社・法人の登記手続のご質問・ご相談 △※ ○

※内容により登記部門でのみの取扱いあり

●お問い合わせ先
　大分地方法務局竹田支局　☎62-2315
　大分地方法務局登記部門　☎097-532-3161
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大雨や集中豪雨に注意しましょう

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
一
人
ひ
と
り
が
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
！　

大
雨
や
集
中
豪
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
前
線
や
低
気
圧
、
台
風
等
に
よ
る

大
雨
、
暴
風
等
に
よ
っ
て
風
水
害
や

土
砂
災
害
等
が
心
配
さ
れ
る
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
球
温
暖

化
が
進
み
、
ま
す
ま
す
集
中
豪
雨
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。　
　

で
き
る
だ
け
早
め
に
対
応
を

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
災

害
発
生
の
可
能
性
の
あ
る
場
所
を
把

握
し
、
気
象
情
報
に
基
づ
き
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
を
守
る
想
定
訓
練
を

　
市
内
で
土
砂
災
害
や
水
害
な
ど
が

起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
や
避
難

所
の
位
置
を
表
示
し
た
「
防
災
マ
ッ

プ
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
自
宅
周

辺
の
危
険
箇
所
や
自
宅
か
ら
避
難
所

ま
で
の
安
全
な
避
難
経
路
を
日
頃
か

ら
確
認
、
想
定
訓
練
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
ら

　
　

  

速
や
か
に
避
難
を

　
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
災
害
が
起
こ
り

そ
う
な
状
況
に
気
が
つ
い
た
り
、
身

に
危
険
を
感
じ
た
時
は
、
早
め
に
自

主
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難

さ
れ
た
場
合
は
市
役
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
避
難
す
る
と
き
は
、
近
所
の
幼
児

や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
災
害

時
要
援
護
者
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。

※
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
は
、
告
知

端
末
や
広
報
車
か
ら
の
放
送
、
消

防
団
員
や
自
治
会
な
ど
か
ら
伝
え

ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
総
務
課
行

政
係  

☎
６
３
ー

４
８
０
０（
直
通
）

↑６月３日に行なわれた防災パトロール

気象情報などに注意して、万一に備えましょう！
 ・テレビ、ラジオ、インターネット
 ・土砂災害危険度情報　http://sabo.pref.oita.jp/dosya/
 ・雨量・水位観測情報　http://river.pref.oita.jp/

［携帯サイト］　http://river.pref.oita.jp/mobile/

※県民安全・安心メール
　http://www.bousai-oita.jp/【登録サイト】
　県内の災害情報（気象警報、地震情報、土砂災害警戒
　情報等）が携帯に届きます。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
化

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
警
報
器

の
設
置
率
は
85
・
24
％
。
こ
の
数

値
は
、
大
分
県
下
で
は
ト
ッ
プ
と

な
っ
て
お
り
、
消
防
団
が
調
査
か

ら
取
付
け
ま
で
を
行
う
活
動
の
成

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。 

　

全
国
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者

数
の
う
ち
約
９
割
が
住
宅
火
災
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
住
宅
火

災
死
者
数
の
約
６
割
が
高
齢
者
で
、

死
亡
原
因
の
約
６
割
が
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

竹
田
市
の
高
齢
化
率
（
５
月
末

日
現
在
、
39
・
29
％
）
が
全
国
平

均
よ
り
も
上
回
る
人
口
構
成
に
お

い
て
、
今
後
と
も
高
齢
者
単
身
世

帯
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
全
世
帯
へ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
化
が
求
め
ら
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
火
気
の
取
扱
い

が
多
い
台
所
で
は
多
く
の
奏
功
事

例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

設
置
を
推
進
し
、
竹
田
市
か
ら
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
発
生
さ
せ

な
い
『
予
防
消
防
』
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
消
防
本

部
・
署　
☎
６
３
ー

０
１
１
９ ↑寝室と２階建ての場合は階段の上部と寝室に、煙の住

　宅用火災警報器の設置が必要です

（竹田市の戸数／５月31日現在）

85.24％

住宅用火災警報器設置率
竹田市は県下でトップ

市内全世帯の設置を目指して
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白
丹
保
育
所

　
ケ
ヤ
キ
や
ど
ん
ぐ
り
の
木
な
ど
緑

い
っ
ぱ
い
の
広
々
と
し
た
園
庭
で
は
、

子
ど
も
達
が
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

向
か
い
側
に
白
丹
小
学
校
が
あ
り
、

保
育
所
の
子
ど
も
達
は
、
一
年
生
に

な
る
こ
と
へ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
つ
つ
、
毎
日
の
保
育
所
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
34
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
保
育
所
の
リ
ー
ダ
ー
で
来
年

４
月
に
一
年
生
入
学
を
夢
み
る
５
歳

児
白
ば
ら
さ
ん
、
総
勢
14
名
の
や
る

気
満
々
パ
ワ
フ
ル
な
４
歳
児
紅
ば
ら

さ
ん
、
ば
ら
組
に
進
級
し
て
、
す
っ

か
り
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
気
分
の
３

歳
児
黄
ば
ら
さ
ん
、
担
任
と
歩
く
姿

が
ま
る
で
カ
ル
ガ
モ
一
家
に
み
え
る

保
育
所
の
ア
イ
ド
ル
１
、２
歳
児
す

み
れ
さ
ん
で
す
。
大
家
族
の
よ
う
に
、

子
ど
も
達
は
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
た

ま
に
ケ
ン
カ
し
た
り
し
な
が
ら
、
た

く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま
す
。
上
の
子

ど
も
が
小
さ
い
子
ど
も
の
世
話
を
す

る
姿
を
見
か
け
る
と
、
ほ
ほ
え
ま
し

く
温
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
、

散
歩
や
園
外
保
育
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
先
日
の
散
歩
で
は
、
今
に
も

子
牛
が
生
ま
れ
そ
う
な
現
場
を
目
撃

し
た
り
、
真
っ
赤
な
野
い
ち
ご
を
た

く
さ
ん
み
つ
け
た
り
、
毎
回
、
好
奇

心
旺
盛
な
子
ど
も
達
に
は
魅
力
あ
ふ

れ
る
発
見
の
連
続
で
す
。
ま
た
、
地

元
の
〝
く
じ
ゅ
う
花
公
園
〟
へ
の
園

外
保
育
で
は
、
四
季
折
々
の
き
れ
い

な
花
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
達
の
感
性
も
豊
か
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
白
丹
保

育
所
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
園

庭
の
芝
・
草
刈
り
や
草
と
り
（
子

ど
も
達
が
安
全
で
安
心
し
て
遊
べ
ま

す
）、
園
庭
内
の
菜
園
作
り
（
子
ど
も

達
は
自
然
に
ふ
れ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

き
ゅ
う
り
な
ど
収
穫
し
た
新
鮮
な
野

菜
は
給
食
の
一
品
に
な
り
食
育
に
も

繋
が
り
ま
す
）
芋
ほ
り
体
験
（
子
ど

も
達
は
芋
う
え
を
し
て
「
明
日
、
芋

で
き
る
か
な
!?
」
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
）
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
庭
に
大
き

な
ロ
ー
ル
を
運
ん
で
、
白
い
下
地
に

自
由
に
絵
を
描
く
お
絵
か
き
体
験
も

毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
自
宅
で

収
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
、
季
節
の
花

や
花
の
苗
を
お
届
け
い
た
だ
く
な
ど
、

い
つ
も
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
お
心

遣
い
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た

保
育
所
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
下
久
美
）

豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
る

　
市
役
所
久
住
支
所
と
久
住
公
民

館
は
、
久
住
小
学
校
の
跡
地
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
が
１
０
０

年
を
越
す
久
住
小
は
庁
舎
建
設
の

た
め
に
移
転
し
た
。
こ
の
地
は
参

勤
交
代
の
折
の
宿
泊
所
の
御
茶
屋

で
あ
っ
た
由
緒
あ
る
地
で
も
あ
っ

た
。

　
こ
の
御
茶
屋
は
、
慶
長
の
頃
か

ら
明
治
に
至
る
ま
で
肥
後
藩
主
加

藤
家
二
代
、
細
川
家
十
二
代
に
渡

る
参
勤
交
代
の
際
の
殿
様
が
宿
泊

し
た
施
設
で
あ
る
。

　
参
勤
交
代
の
人
員
の
規
模
は
、

享
保
６
年
従
者
規
定
が
定
め
ら

れ
、
武
士
・
従
者
・
足
軽
・
人
足

等
の
す
べ
て
を
含
め
７
０
０
人
程

ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
普

通
は
５
０
０
人
か
ら
６
０
０
人
程

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
こ

の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
江
戸
詰

め
の
人
数
が
増
加
し
、
最
大
の
規

模
は
２
７
２
０
人
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
る
。

　

行
程
は
、
熊
本
城
か
ら
大
津
、

内
牧
と
宿
泊
し
、
３
日
目
に
久
住

御
茶
屋
に
宿
泊
し
て
、
そ
の
後
、

野
津
原
、
鶴
崎
を
経
て
乗
船
し
東

海
道
を
経
由
し
江
戸
の
藩
邸
に
入

る
こ
と
に
な
る
。
要
し
た
日
数
は
、

大
体
35
日
程
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
宿
泊
は
主
だ
っ
た
役
職
の
者
か

ら
御
茶
屋
に
、
そ
し
て
身
分
に
応

じ
寺
、
商
家
や
普
通
の
民
家
に
ま

で
分
宿
し
て
い
た
。

　
御
茶
屋
本
陣
は
多
く
の
部
屋
を

有
し
、
そ
の
他
の
附
属
す
る
建
物

が
あ
っ
て
小
規
模
な
城
を
思
わ
せ

る
構
造
を
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
現
在
当
時
を
偲
ぶ
物
は

こ
の
地
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
公
民
館
内
に
故
加
藤
十
三
氏
手

づ
く
り
の
精
巧
な
立
体
模
型
が
展

示
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
て
の
全
容

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
志
賀　
静
哉
）

※
参
照　
加
藤
十
三
氏
編
纂
資
料

参
さんきんこうたい

勤交代と久
くじゅう

住の御
お

茶
ちゃ

屋
や

70

↑園庭内の菜園づくり

↑園児たちはいつも元気いっぱい

↑くじゅう花公園で園外保育

↑ 久住御茶屋絵図
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の すすめ 「知産知消」とは、知人
が生産したものを、遠く
の知人を介して消費の輪
を広めていくことです。

知産知消
花水月発　竹田の観光関連情報

厚生労働省・パッケージ事業

「生き活き興起雇用創出大作戦！」
  事業説明会を開催します

　厚生労働省から委託された「地域雇用創造推進事業」（通
称：パッケージ事業）は平成23年７月１日から平成26年３月
31日まで実施致しますが、竹田市経済活性化促進協議会（活
性化推進室）では各地区ごとに事業説明会を開催します。
　今回のテーマは、著しい高齢化が進む竹田市において、日々
の暮らしに密着した課題の中から「人」という地域資源を活か
し、新たな産業の掘り起こしや仕組みづくり、人材育成など
により雇用の創出を図り、地域の活性化を目指すものです。
対象となる事業分野は、次のとおりです。

【重点分野（３分野）】
①健康づくり分野（総合的健康増進）　　
　介護予防や健康増進、温泉活用による療養・健康増進など
インストラクターの人材育成。
②地域福祉・介護分野
　暮らしのサポーター養成や、有償ボランティア制度による
ＮＰＯ法人などの組織化支援など
③環境・エネルギー分野
　里山保全と森林資源の活用、ＢＤＦ（廃食用油）などバイオ
マスの担い手育成、以上の分野を対象に事業主や求職者向け
の各種セミナーを計画的に開催します。

【事業メニュー（３事業）】
 ・事業主向け　「雇用拡大メニュー」

　新規創業、新分野への進出、事業の拡大など地域におけ
る雇用機会の拡大を図るための取り組み

 ・求職者向け　「人材育成メニュー」
　地域の人材ニーズなどを踏まえた、地域求職者の能力開
発や人材育成を図るための取り組み

 ・事業主と求職者向け　「就職促進メニュー」
　ＵＪＩターン説明会、就職セミナー＆合同企業面接会の
開催（事業主と求職者のマッチングの場）。

※第１回就職セミナー＆合同企業面接会の開催について
　地域求職者に必要な知識や心構えなどの習得を目的とする

「就職セミナー」を開催します。また、地域求職者と企業のマッ
チングの場となる「合同企業面接会」を併せて開催します。
　日時　８月16日㈫  13:00 〜 16:00（竹田市文化会館）

参加企業を募集します！
・合同企業面接会に参加いただく企業を募集しています。詳

しくは活性化推進室まで。
　活性化推進室 ではこれらの事業の説明会を、上記日程によ
り開催致しますので多くの市民の皆様のご来場をお待ちして
います。
※事業並びに説明会のお問い合わせは　竹田市経済活性化促

進協議会　活性化推進室（竹田温泉花水月内）　☎62-2122
〔担当：児玉・渡部〕

　（HPアドレス）http://taketa-syokuiku.org/

　

平
成
６
年
に
農
協
を
退
職
し
て

か
ら
は
、
妻
と
２
人
で
野
菜
作
り

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

わ
か
ば
は
設
立
当
初
か
ら
の
会

員
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
キ
ャ
ベ

ツ
、
白
菜
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
年
間

を
通
じ
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
、
そ
し
て
何
よ
り

生
き
が
い
を
感
じ
る
場
と
し
て
活

用
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

夫
婦
の
生
き
が
い
で
す

神
路
祇 

勲
さ
ん
（
牧
・
74
歳
）

　竹田の夏を代表する高原の味覚、スイートコー
ンが店内をにぎわせ始めました。甘くて美味しい
食感、その歯ごたえをお楽しみください。
　また、ピーマンやキャベツに加え、ナスも揃い、
本格的な夏より一足早く、夏野菜がそろい踏みで
す。是非お越しください。

夏
野
菜
が
続
々
と

顔
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
！

生産者！
あなたが

主役

生き活き
興起の

すす
め

◇事業説明会日程
○７月11日㈪ 午後7時00分〜
　（会場：久住支所３階会議室）

○７月13日㈬ 午後7時00分〜
　（会場：道の駅ながゆ温泉

２階会議室）

○７月14日㈭ 午後7時00分〜
　（会場：竹田商工会議所２

階ホール）

○７月15日㈮ 午後7時00分〜
　（会場：荻公民館２階）
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２　　今こそ岡城に行こう
６　　～ 6 月議会「一般会計補正予算」に見る ～  前進する『竹田らしさ』
７　　監査公表／春の叙勲・危険業務従事者叙勲
８　　竹田総合学院 (TSG) まもなく開講します／㈱アクティスが進出表明
９　　竹田市地域審議会が開催されました／竹田市暴力団排除条例が制定されました
10　　７月１日から肺炎球菌ワクチン接種の助成を始めます／保健だより／食育レシピ
12　　市長コラム 24『有由有縁』

【別冊 たけたん情報】
　竹田市のこよみ／知っておきたい！国民健康保険　

13 ～ 22
TAKETAN FACE　今月のひと（後藤緋奈子・菜月）／竹田雑感／輝け！竹
田の星／竹田市場オープン／城原っ子のビデオレター／まちの話題／法務
局からのおしらせ／国際カルチャー・ポプリ／大雨や集中豪雨に注意しま
しょう／住宅用火災警報器設置率、竹田市は県下でトップ／ぼくたち・わ
たしたちの学び舎（白丹保育所）／まるごと博物館／知産知消のすすめ／
図書館情報／誕生おめでとう／プクサン

23　　ふるさと風韻（神戸啓史）
24　　郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！ 100 歳

■竹田市立図書館
  TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
  TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
  TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
７月の
お知らせ

７　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

日時　７月13日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・心はあなたのもとに　　　　　　　　　村　上　　　龍
・本日は大安なり　　　　　　　　　　　辻　村　深　月
・囲碁小町嫁入り七番勝負　　　　　　　犬　飼　六　岐
・働く君に贈る25の言葉　　　　　　　  佐々木　常　夫
・金子みすゞ　み仏への祈り　　　　　　詩と詩論研究会
・おやこ劇場　　　　　　　　　　　　　今　井　絵理子
・闘う日本　東日本大震災１カ月の全記録　　産 経 新 聞 出 版
・るるぶ　シリーズ　　　　　　　　　　JTBパブリック
〔子どもの本〕
・フェアリーたちの魔法の夜　　　　　　あんびるやすこ
・ザリガニさいばん　　　　　　　　　　阿　部　夏　丸
・泣いちゃいそうだよ　　　　　　　　　小　林　深　雪
・どっこい生きてる、ゴミの中　たくましい海の魚たち　伊　藤　勝　敏
・地球温暖化、しずみゆく楽園ツバル　　山　本　敏　晴

ほか150冊ほど購入しました。

日時　７月６日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「おしゃれ時間。のバッグとポーチ」
別冊美しい部屋（主婦と生活社）

　バッグ好きにはたまらない
おしゃれなバッグがいっぱ
い！！特集は「毎日持ちたい
役立つバッグとかわいいポー
チ20。他にも身近で使えるア
イテムが勢揃い。次から次へ
と作りたくなるレシピが満載
です。

「百川小学校ミステリー新聞」
谷本　雄治（あかね書房）

今
月
の
読
み
聞
か
せ

誕
生
お
め
で
と
う

５
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

７月号　　　も  く  じ

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

　ここはモモンガ小学校。
正式名は百川小学校だけど
そう呼ぶ子どもはひとりも
いない　「モモンガ新聞」の
記者クマグス・ユッカ・ム
ラチューの三人が事件を解
決していくよ。さあ、一緒
に真犯人を見つけよう!!

７月18日㈪海の日
竹田市総合社会福祉センター

13:00〜15:00
大型えほんや紙芝居など 楽しい催し
がたくさんあるよー。みんな来てね！

夏休みとしょかんまつり

広報

訂正とおわび 広報たけた６月号の10頁の見出し「山田裕貴さん　平成22年度博士（工学）を習得」とありましたが、
正しくは「山田裕貴さん　平成22年度博士（工学）を取得」でした。訂正します。



23 2011年７月発行

竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

　
私
の
父
の
実
家
は
久
戸
、
母
の
実

家
は
中
村
で
す
。
３
つ
年
上
の
姉
は

久
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
私
は
両

親
の
仕
事
の
都
合
で
大
分
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
母
が
何
度
か
大

病
を
患
っ
た
為
、
幼
い
頃
中
村
や
久

戸
で
し
ば
ら
く
過
ご
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
竹
田
の
印
象
は
石
垣

と
深
い
緑
、
そ
れ
に
道
路
脇
の
溝

や
泉
、
魚
住
の
滝
な
ど
非
常
に
豊
か

で
清
ら
か
な
水
で
す
。
加
え
て
交
じ

り
合
い
支
え
合
う
人
々
の
つ
き
あ

い
。
久
戸
で
も
中
村
で
も
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
色
々
な
人
が
訪
ね
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
、
そ
れ
が
ご
く
普
通
の
日

常
で
し
た
。

　
人
々
と
言
え
ば
お
祭
り
、
子
供
達

が
は
や
し
な
が
ら
歩
く
お
祭
り
、
秋

の
村
祭
り
の
お
神
楽
、
精
霊
流
し
と

も
な
る
と
一
族
や
町
内
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
川
ま
で
念
仏
を
唱
え
な

が
ら
精
霊
を
担
い
で
歩
き
、
花
火
と

一
緒
に
お
見
送
り
す
る
。
他
で
は
あ

ま
り
見
か
け
な
い
盛
大
な
仏
事
で
す
。

　
当
時
は
似
た
年
齢
の
子
供
達
も
多

く
、
誰
も
が
よ
そ
か
ら
来
た
私
を
仲

間
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
山
道
を

歩
き
、
川
で
遊
び
、
竹
馬
を
手
作
り

し
た
の
を
い
ま
で
も
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
想
い
出
に
加
え
て
お
い
し

い
豆
腐
や
蒟
蒻
、
干
し
柿
や
頭
料
理

の
記
憶
も
あ
る
街
だ
か
ら
、
中
学
く

ら
い
か
ら
は
た
ま
に
自
転
車
で
帰
っ

た
り
、
大
学
時
代
は
バ
イ
ク
で
、
今

で
も
車
で
毎
年
帰
省
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
う
当
時
の
記
憶
に
比
べ
る

と
、
人
口
が
減
り
、
街
の
活
気
が
落

ち
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
が

寂
し
い
で
す
ね
。

　
し
か
し
、
先
日
の
五
月
連
休
に
帰

省
し
た
と
き
に
夕
方
の
街
で
多
く
の

人
々
に
お
目
に
か
か
る
事
が
で
き
ま

し
た
し
、
そ
こ
で
一
番
驚
い
た
の
は

学
生
さ
ん
達
が
見
知
ら
ぬ
人
に
対
し

て
実
に
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
事
で

す
。
私
は
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

世
界
の
二
十
五
ヶ
国
に
滞
在
し
た
こ

と
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
た

国
を
含
め
る
と
訪
問
国
は
そ
の
倍
近

く
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
き
ち

ん
と
見
知
ら
ぬ
人
に
挨
拶
す
る
学
生

さ
ん
達
を
見
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ご
本
人
の
自
覚
も
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
教
育
関
係
者
、
ご
家

族
、
市
民
の
皆
様
全
員
が
人
と
の
交

わ
り
を
大
切
に
考
え
て
い
な
け
れ
ば

こ
う
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
と
、
相

変
わ
ら
ず
素
敵
な
街
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
経
済
も
政
治

も
大
き
く
変
わ
る
と
言
う
見
方
も
あ

り
、
資
源
や
食
料
、
そ
れ
に
水
も
貴

重
さ
を
増
す
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
五
十
年
が
産
業
と
輸
出

中
心
で
豊
か
さ
が
語
ら
れ
て
き
た
の

に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
お
い
し
い

水
と
安
全
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む

食
品
、
き
れ
い
な
空
気
、
そ
し
て
何

よ
り
も
支
え
合
う
人
々
が
戦
略
的
に

一
番
重
要
な
資
源
に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
言
う
観
点
で
竹
田
を

見
る
と
、
再
び
誇
り
あ
る
豊
か
な
街

と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
感
じ
ま

す
。

　
私
も
現
役
を
退
く
時
期
が
迫
っ
て

お
り
ま
す
が
、
人
生
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
は
是
非
竹
田
で
過
ご
し
な
が
ら
楽

し
み
つ
つ
人
の
輪
に
加
わ
り
、
懐
か

し
い
街
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
す
の

を
見
守
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

竹
田
に
託
す
想
い

神
かん

戸
べ

  啓
ひろ

史
ふみ

略　歴
１９５４年　大分市生まれ
　　　　　　大分大学付属小・中学校、大分上野丘高校
１９８０年　東京大学工学部卒、本田技研工業株式会社入社
１９８１年　本田技術研究所朝霞研究所エンジン設計課配属
１９８８年　研究員、ＡＢＳ設計プロジェクト・リーダー
１９９４年　主任研究員、マーケティングチーム・リーダー
１９９６年　商品企画マネージャー
２０００年　本田技研工業経営企画室
２００２年　上席研究員、本田Ｒ＆Ｄ東南アジア社長
２００５年よりコスト担当
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刷
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い
づ

み
印

刷
今

回
の

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

再
生

紙
の

入
手

が
困

難
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
了

承
下

さ
い

。

　

河か

原わ
ら

や
山
地
の
草
地
な
ど
日
当

た
り
の
い
い
乾
い
た
場
所
に
生
育

す
る
長
さ
数
㍍
に
な
る
刺と
げ

の
あ
る
、

つ
る
性
の
落
葉
低
木
で
す
。

　

互
生
の
葉
は
２
対つ
い

か
ら
４
対
の

長
さ
10
㌢
ほ
ど
の
奇き

数す
う

羽う

状じ
ょ
う

複ふ
く

葉よ
う

で
す
。
濃の
う

緑り
ょ
く

で
光こ
う

沢た
く

の
あ
る
小し
ょ
う

葉よ
う

は
ま
る
い
感
じ
の
楕だ

円え
ん

形け
い

で
鋸き
ょ

歯し

が
あ
り
、
長
さ
２
㌢
、
幅
が
１
・
５

㌢
ほ
ど
で
す
。
複
葉
の
つ
け
根
に

は
両り
ょ
う

翼よ
く

に
な
っ
た
矢
は
ず
形
（
矢

の
弦げ

ん

に
か
け
る
部
分
）
の
托た

く
よ
う葉

（
柄え

の
基
部
に
あ
る
付
属
体
）
が

あ
り
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
枝
先
に
径
３
・
５
㌢

ほ
ど
の
純
白
の
５
弁
花
を
次
か
ら

次
に
沢た
く
さ
ん山
咲
か
せ
ま
す
。
特
に

多
数
の
黄
色
の
雄お

し
べ
が
目
立
ち

ま
す
。
秋
に
は
径
８
㍉
ほ
ど
の
赤

く
熟じ
ゅ
く

し
た
偽ぎ

果か

（
子し

房ぼ
う

と
子
房
以

外
の
部
分
が
加
わ
っ
て
で
き
た
果

実
）
を
つ
け
ま
す
。

　

葉
の
表
面
が
ピ
カ
ピ
カ
光
る
の

で
照て
り

葉は

野の
い

薔ば

薇ら

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
河か

川せ
ん

敷じ
き

の
岩
の
割
れ

目
や
里
山
の
道み
ち

端ば
た

、
特
に
久
住
高

原
な
ど
で
地
表
一
面
を
お
お
い
つ

く
し
た
状
態
で
、
ご
く
普
通
に
観

察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
６
月
か
ら

７
月
で
す
。 郷土の植物 （269）

阿孫  久見
第76回

テリハノイバラ（バラ科）

人口のうごき

平成22年７月生まれ

（平成23年５月31日現在）　 

　　　　　　　　　（前月比）
人　口　25,017　人（－51人）
男　性　11,643　人（－19人）
女　性　13,374　人（－32人）
世帯数　10,556世帯（－ 2世帯）

住民基本台帳登録　

表紙・デザイン　竹蔵 TAKEGURA

　
６
月
24
日
に
児
玉
キ
ク
さ
ん
（
橋
宇
津
）

が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
生
ま
れ
で
、
結
婚
前

は
教
師
、
結
婚
後
は
農
業
に
従
事
。
小
学

生
の
頃
か
ら
毎
日
欠
か
さ
ず
日
記
を
つ
け

て
い
る
。
子
ど
も
や
孫
の
誕
生
日
の
時
な

ど
に
は
、
手
紙
を
書
い
て
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
「
あ
た
た
か
い
家
族

に
囲
ま
れ
て
、
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
て

も
ら
え
る
こ
と
で
す
」。
キ
ク
さ
ん
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
。

児
こ

 玉
だま

  キ クさん

平成23年８月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！問秘書広報係 ☎63-1043

第７回市民球技大会
日時　平成23年8月7日㈰　〔開会式〕　8:30 〜　（軟式野球のみ　8:15 〜）
種目・会場
軟式野球（市民球場・飛田川野球場）、ソフトボール（市総合運動公園多目
的広場）、バレーボール（直入Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館）、卓球（市体育センター）、
ソフトテニス（市総合運動公園テニスコー
ト）、バドミントン（久住総合運動公園体
育館）、ゲートボール（都野山村広場）、グ
ラウンドゴルフ（荻福祉健康エリア）
●お問い合せ　竹田市生涯学習課
　スポーツ振興係　☎63-4817
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竹田市国民健康保険に加入している皆さんへ

国民健康保険についてのお知らせ

知っておきたい！国民健康保険
新しい国民健康保険被保険者証（保険証）の送付について

　現在使用している保険証（薄青色）は７月末で有効期限が切れますので、８月以降はお送りする
新しい保険証（薄緑色）を使ってください。
　なお、有効期限切れの古い保険証は、保険課又は各支所いきいき市民課にお返しいただくか、内
容が読み取れないように切断して破棄してください。
●新しい保険証は世帯毎にまとめて、世帯主あてに簡易書留郵便で７月中旬にお送りします。
　配達時にご不在の場合は、「郵便等お預かりのお知らせ」に記載された保管期限日までに、郵便局
に連絡し再配達してもらうか、本人確認書類（免許証など）を持参して郵便局の窓口でお受け取
りください。

●新しい保険証の裏面に臓器提供の意思表示ができるようになりました
●新しい保険証の有効期限は、平成24年7月31日です。ただし、75歳の誕生日を迎える方や退職被

保険者で65歳を迎える方は、有効期限が異なります。
●社会保険に加入しているのに保険証が届いたとき等は
　職場の健康保険等に加入したのに保険証が届いた方は、届出が必要です。又、竹田市に住所がな
い方で、学校を卒業したのに保険証が届いた場合も届出が必要です。
手続きをしないと国保の資格が登録されたままとなり保険税がかかりますので、必ず早めの手続
きをお願いします。

高齢受給者証の送付について

￼ 国民健康保険加入の70歳から74歳までの方に、８月から使える「国民健康保険高齢受給者証」を
７月中旬にお送りします。病院等では、一部負担金の割合（２割（平成24年３月31日までは１割）又
は３割）をこの高齢受給者証で確認します。受診の際には、保険証と一緒に病院等の窓口に提示し
てください。
　なお、新しい高齢受給者証の一部負担割合は、平成22年中の所得に基づいて判定されています。

限度額適用認定証・減額認定証の更新手続きについて
　現在使っている限度額適用認定証・減額認定証の有効期限は7月末です。8月以降は使えません
のでご注意ください。入院中の方は、8月中に申請（更新）手続きをしてください。なお、高齢受給
者証をお持ちの住民税課税世帯の方は、申請の必要はありません。「高齢受給者証」を提示すること
で、入院時の医療費が自己負担限度額までとなります。
　※限度額適用認定証：入院したとき、病院等の窓口に提示すると、医療費の支払いが自己負担

限度額までになります。
　※減額認定証：住民税非課税世帯の方が入院したとき、病院等の窓口に提示すると、食事代の

減額を受けることができます。
☆手続きに必要なもの　保険証、印鑑、現在お使いの認定証
☆申請窓口　　　　　　保険課又は各支所いきいき市民課

○お問い合わせ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係　☎63-1111（内線135・136・137）



2011年７月発行❷

国民健康保険税のお知らせ

国民健康保険税（保険税）の課税限度額が改正されました
　地方税法施行令の改正に伴い、保険税を算定する際の課税限度額が下記のとおり改正されました。

基礎課税額
　改正前（平成22年度まで）　５００，０００円
　改正後（平成23年度から）　５１０，０００円
後期高齢者支援金等課税額
　改正前（平成22年度まで）　１３０，０００円
　改正後（平成23年度から）　１４０，０００円
介護納付金課税額
　改正前（平成22年度まで）　１００，０００円
　改正後（平成23年度から）　１２０，０００円

保険税の決め方
　保険税は、毎年４月から３月までの12ヶ月を１年度として、「医療（基礎課税）分」と「後期高齢者
支援金分」と「介護分（40歳から64歳までの人）」を下記の表の①～③で計算した合計額が年額です。
皆さんが納めていただく保険税は、皆さんや後期高齢者医療制度（75歳以上の人が対象）の人が
病気やけがをしたときの医療費や、介護サービス費用の一部となります。
　保険税は、決められた日までにきちんと納付しましょう。納付が困難な場合は、早めに税務課
に相談してください。
平成23年度の税率（課税限度額を除き、平成20年度の改正以降変更なし）

区　　分 医療（基礎課税）分 後期高齢者支援金分 介護分
（40～64歳の人）

①所得割額 課税所得金額×11％ 課税所得金額×2.7％ 課税所得金額×1.9％
②均等割額 被保険者数×30,900円 被保険者数×7,800円 被保険者数×8,700円
③平等割額 １世帯×23,000円 １世帯×5,900円 １世帯×4,800円
課税限度額 510,000円 140,000円 120,000円

※課税所得金額：前年の総所得金額から33万円（基礎控除額）を差し引いた金額。

平成23年度保険税納税通知書の送付について
　納税通知書は７月中旬に納税義務者（世帯主）に送付します。
　納める回数は、普通徴収（納付書や口座振替による納付）は７月から翌年２月までの８回、特
別徴収（年金からの差し引きによる納付）は偶数月の6回となります。また、年度の途中で加入
の場合、届出の翌月から納付がはじまりますので納付回数が異なります。

保険税の納付には、口座振替のご利用を
口座振替はこんなに便利です!!
　・市役所や金融機関などへ出かける手間がはぶけます
　・納期限をうっかり忘れても心配ありません
　・一度お申込みをすると、毎年自動的に更新されます

◆口座振替の申し込み手続き
　☆市役所税務課、各支所いきいき市民課、市指定の金融機関（大分銀行、豊和銀行、大分

県信用組合、九州労働金庫、大分県農業協同組合、ゆうちょ銀行）で手続きができます。
　☆預（貯）金通帳、通帳の印かんを持参してください。
　☆市指定の「口座振替依頼書」に必要事項を記入して申し込みます。
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竹田市とうきびフェスタ in 菅生
と　き　７月31日㈰　9:00 〜 16:00
ところ　道の駅『すごう』（菅生国道57号線沿い）　　
内　容　スイートコーン試食・直売・料理コーナー・収

穫体験、お楽しみ抽選ほか
主　催　「竹田市とうきびフェスタin菅生」実行委員会
●お問い合せ　道の駅『すごう』☎65-2211　菅生分館

☎65-2222（※月・水・金のみ 8:30 〜 17:00）

7〜8月は「白百合」の開花の季節です！
　清楚で美しい花を付け、芳香
高いことで知られる「白百合」
は学名を「山百合」と言い、寛
文６年（1666年）頃、ときの
岡藩第４代藩主中川久恒公が参
勤交代の折りに「花の観賞と飢
饉の際に球根を非常食とする」
という目的で箱根から持ち帰っ
たと伝えられています。
　以来、竹田の地に根付き、人々に愛されるようになり
ましたが、その美しさと珍しさから折花や盗掘、近年で
はイノシシの被害に遭い、その数は年々減少してきまし
た。
　昭和37年10月１日に旧竹田市の市花として制定。そ
の後昭和56年４月に「市花白百合保護条例（現行は白
百合保護条例）」を制定し、保護については特別地区を
指定し、地元自治会をはじめ老人クラブのご協力をいた
だいております。
　今年も白百合が開花の時期を迎えます。ぜひ一度、ご
観賞ください。

【白百合保護特別地区】
片ケ瀬地区（竹田）、挟田地区（岡本）、上鹿口地区（豊岡）、
楠公社（玉来）、小高野地区（入田）、矢原地区（入田）

●お問い合せ　竹田市総務課行政係　☎63-4800（直通）

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合  

　　　　  は開館）
○常設展　『おもしろ南画展』
　６月25日㈯〜８月21日㈰
　南画と聞いて堅くるしい、何だか難しそうと感じた方、
ぜひご来館ください。
※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝
日の翌日です。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　  は開館）
○竹

たけぐら

蔵写真〔水〕展』　
　６月28日㈫午後〜７月10日㈰　
　竹田で活動し、写真をこよなく愛する団体『竹蔵』の
写真展。『水』をテーマにしたオレ流写真40点展示。

（竹蔵　☎090-7535-4352）
○『第13回虹の会・きつつきの会版画交流展』　
　　7月13日㈬〜 7月24日㈰
　熊本市の虹の会と竹田市のきつつきの会の版画交流展
で、各会員作製の版画を展示。

（きつつきの会 ☎62-2416）　
○『平成23年度奥豊後ちょっと見歴史展』（仮）　
　７月27日㈬〜 8月7日㈰

（竹田市文化財課文化財管理センター ☎66-3618）
※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝
日の翌日です。

※７月12日㈫、７月26日㈫は展示替えのために臨時休
館します。

※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接
お電話してください。

月　間
平成23年度「おおいた夏の事故ゼロ運動」
○期　間　７月15日㈮〜 24日㈰　の10日間
○テーマ　子どもと高齢者交通事故防止
　・前方注視の徹底〜脇見運転を絶対にしない・させない
　・すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底
　・二輪車と自転車の安全利用の推進
●お問い合せ　竹田市総務課行政係　☎63-4800（直通）

第61回社会を明るくする運動
 社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪や非行
の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運
動で、7月は強調月間です。
◇啓発活動
　日時　７月１日㈮　7:20 〜（ＪＲ豊後竹田駅前）　
　　　　　　　　　　7:30 〜（ＪＲ豊後荻駅前他）
　　　　　　　　　　8:30 〜（久住支所前）
　　　　　　　　　　8:30 〜（直入支所前） 
◇竹田市民大会
　日時　７月９日㈯　10:00 〜
　場所　竹田市総合社会福祉センター
●お問い合せ　社会を明るくする運動竹田市推進委員会
　（竹田保護司会）　☎63-1458（海老名）
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介護保険
介護保険負担限度額認定証の更新が必要です
　介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施
設、介護療養型医療施設）、ショートステイ（短期入所
生活介護、短期入所療養介護）のサービスを利用する場
合、市民税非課税世帯の人などは課税状況や年金収入の
状況に応じて、申請により居住費（滞在費）および食費
の利用者負担を軽減する負担限度額認定が受けられます。
現在交付している負担限度額認定証の有効期限は６月
30日です。引き続き認定を受ける場合は、７月１日〜
７月31日までに竹田市保険課、または各支所いきいき
市民課で申請をしてください。
なお、新しく該当となる人の申請は、随時受け付けてい
ます。
●お問い合せ・お申込み　竹田市保険課介護保険係　
　☎63-1111（内線138）

募　集
「大分ふるさとＣＭ大賞」に応募してみませんか？
大分県の魅力、各市町村の自慢を再発見しようと、平成
15年にスタートした「大分ふるさとCM大賞」（企画:大
分朝日放送株式会社）が今年も開催されます。竹田市で
は、この「大分ふるさとＣＭ大賞」への参加作品を制作
する個人またはグループを募集します。ふるさと竹田の
魅力、自慢を手作りで情報発信してみませんか？

【内  容】
　竹田市の魅力や自慢などを表現した30秒のCM制作

【募集対象】
　企画、演出、撮影のすべてを行うことができる個人ま
たはグループ

【申込み窓口】
　竹田市企画情報課（文化・地域振興室）、もしくは竹
田市商工観光課（竹田温泉花水月内）　

【申込み締切】
　７月29日㈮まで （※作品の締切日ではありません）

【年間スケジュール】
　７月………制作者の募集
　８〜12月…参加の個人、グループごとにＣＭ制作
　１月………選考会（応募作品が複数の場合）を経て、
　　　　　　竹田市代表作品を決定
　２月………「大分ふるさとCM大賞」へ出品
●お問い合せ　竹田市企画情報課　文化・地域振興室
　☎63-1111（内線222）・FAX63-0995

竹田薪能・サポーター募集
　今年は８月27日㈯に開催される『第28回竹田薪能』。
ただいま新鮮な意見とパワフルな行動力でサポートして
くださる方を募集しています。募集にあたり特に条件
はありません。水上舞台で繰り広げられる『竹田薪能』。
幽玄の世界の舞台裏で、あなたの力を発揮してみません
か。
◇募 集 人 員　制限なし　　◇参加条件　特になし
◇報酬及び保険　な　し
◇ケガ等の保険　なし（自己責任で参加してください）
◇サポーターの仕事（どちらかでも構いません）
　①具体的な作業（草刈、会場設営、運営等）
　②実行委員会への参加

※申し込み用紙は、別途準備。下記までお問い合わせく
ださい。

　『第28回竹田薪能』
　平成23年８月27日㈯夕涼み
 　（元禄三日月岩前 水上舞台）
　※開演時刻等、詳細は来月号でお知らせします
　　・舞囃子　「龍　田」塩津哲生
　　・狂　言　「伯母ヶ酒」山本則俊 山本則重
　　・　能　　「経　政」塩津圭介

●お問い合せ
　竹田薪能実行委員会事務局（堀）　☎62-3148
　竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585

「竹田人権七夕まつり」標語作品募集
　人権啓発各動の一環として「竹田人権七夕まつり」を
行います。竹田市内小学校と大分県立竹田支援学校の児
童生徒の人権標語を募集します。提出された標語作品は、
ＪＲ九州豊後竹田駅に展示します。
募集作品　人権標語
〔テーマ〕　・明るい社会　・生きがいのある社会　・差

別のない社会　・男女平等の社会　・家族の
しあわせなど人権全般にわたる標語

募集方法　七夕用の短冊やこれに類するものに書いて郵
送、またはハガキ、ファックスでお送りくだ
さい。（ハガキ、ファックスの場合は、短冊
に書いて写して展示します）

提出期限　7月22日㈮
送 り 先　〒878-0011竹田市大字会々 1525番地の8　

大分地方法務局竹田市局内　竹田人権擁護委
員協議会  （FAX0974-62-2800）

展示方法　皆様の標語作品は、「人権七夕」に飾り付け
ます。啓発にそぐわない標語は展示を控えさ
せていただきます。

展示場所　JR九州豊後竹田駅玄関・プラットホーム
展示期間　平成23年７月28日〜８月６日（人権七夕ま

つり）期間中
●お問い合せ　大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

消費生活
「不当請求・架空請求」は、消費生活相談窓口へ
　不当請求・架空請求の被害にあったという相談が全国
で後を絶ちません。
　パソコンや携帯電話で、クリックした途端に「登録に
なりました」、　「利用料金○○円」と、請求を受ける不
当請求。身に覚えがない請求のハガキやメールが届い
た、という架空請求。このような場面に遭遇しても、慌
ててお金を振り込んでしまわないようにしましょう。一
度振り込んでしまうと、その後もしつこく請求されるよ
うになります。もし気になったら竹田市役所市民課窓口
まで！
●お問い合せ
　竹田市市民課消費生活相談窓口　☎63-4834
　8:30 〜 17:00 （月〜金・平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999
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助　成
生活道路の整備を支援します 
竹田市生活道路整備支援事業補助金について

１　趣旨
　竹田市は、市民が安心で安全な生活を確保するために
必要な生活道路の整備対策として、自治会が、国・県及
び市の管理下にない道路で、かつ、自治会内の集落関係
者が共同で管理している道路の拡幅工事を行う場合、予
算の範囲内において補助金を交付します。
２　事業内容
　〔補助の対象となる道路〕
　⑴生活道路の幅員が狭小であるため、消防自動車若し

くは消防積載車、救急自動車又はごみ収集車等（以
下「緊急車両等」という）の進入を著しく阻害して
いる道路　

　⑵生活実態のある民家5戸以上が受益を有する道路。
　　ただし、個人用の道路を除く。
　⑶道路幅員がおおむね2.5ｍ以下の道路
　〔補助の対象となる工事及び経費〕
　⑴生活道路の拡幅のために必要な工事とし、維持補修

的な工事は含まないものとします。
　⑵補助対象経費は、前項の工事に係る経費のうち直接

工事に要する経費とします。
　〔事業期間〕
　⑴事業期間は、単年度とします。
　〔補助率〕
　⑴補助率は２分の１以内とします。ただし、１地区の

補助金は50万円を限度とします。（例えば110万円
の事業費の場合、自治会負担金60万円・市補助金
50万円となります）

●お問い合せ
　竹田市総務課行政係　☎63-1111（内線212）

年　金
国民年金の「保険料免除・猶予制度」をご存じですか
　国民年金には経済的な理由で保険料（月額15，020円）
の納付が困難な場合は、申請手続きをすることにより、
保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や
30歳未満の方には「若年者納付猶予制度」、「学生納付
特例制度」もあります。
　また、申請する年度、もしくは前年度において、退職（失
業）の事実がある場合には「特例免除」の対象になります。
これらの制度をご利用いただく場合は、本人・配偶者・
世帯主の前年所得がそれぞれ一定の基準額以下であるこ
とが条件です。
●お問い合せ
　日本年金機構　大分年金事務所　☎097-552-1211

福　祉
「心の輪を広げる障害者理解促進事業」作品募集
◎心の輪を広げる体験作文
テ ー マ　出会い、ふれあい、心の輪〜障がいのある人

とない人との心のふれあい体験を広げよう〜
応募資格　小学生以上（特別支援学校の小学部、中学部、

高等部の児童生徒を含む）
内　　容　400字詰原稿用紙（Ｂ4判縦書）使用

〔小学生部門〕・〔中学生部門〕………（２〜４枚程度）
〔高校生・一般部門〕…………………（４〜６枚程度）

◎障害者週間ポスター
テ ー マ　障がいの有無にかかわらず誰もが能力を発揮

して安全に安心して生活できる社会の実現
応募資格　小・中学生（特別支援学校の小学部、中学部

の児童生徒を含む）
内　　容　画用紙のＢ3判または四ツ切りを使用し、彩

色、画材は自由（縦長のみ）
※住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、性別、職
業または学校名（学年）、電話・ＦＡＸ番号、障がい
の有無・程度、その他参考となる事項を書いた用紙を
作品に添付

募集締切日　９月５日㈪
●お問い合せ・応募先　大分県障害福祉課　計画・スポー
ツ班（☎097-506-2723　FAX097-506-1740）

竹田市心身障害者福祉手当の支給について
　竹田市では、４月１日現在に１年以上市内に住所を有
する人で、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳をお持ちの方に心身障害者福祉手当を支給いた
します。６月下旬から下記の支給内容で、手帳交付時に
口座振り込みの申請をされている方は指定された口座に
振り込み、窓口受け取りの場合はハガキでお知らせしま
す。
（支給内容）

身体障害者手帳をお持ちの方
・１級から３級　3,000円　・４級から６級　2,000円
療育手帳をお持ちの方
・Ａ　3,000円　　　　　　・Ｂ　2,000円
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
・１級　　3,000円　　　　・２級と３級　　2,000円
＊２つ以上の手帳をお持ちの場合は、額の高い方を支給
いたします。

＊施設入所者は、半額となります。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

教　育
平成23年度「聞こえとことばの教育相談会」
　大分県立聾学校では、聞こえやことばが気になるお子
さまについての巡回教育相談会を実施いたします。どう
ぞお気軽に相談にお越しください。
日　　時　８月23日㈫　9:30 〜 15:30
会　　場　竹田教育事務所　31会議室
相談内容　育児や学習、生活についての相談、就学や転

学についての相談、聴覚障がい教育に関する
情報提供、医療・福祉・保健・教育機関等と
の連携など

相談対象　０歳から18歳までのお子さま
申込方法　大分県立聾学校へ電話、もしくはFAXでお申

し込みください。担当者との打ち合わせ後に
時間等を決定いたします。

　　　　　担当：大分県立聾学校地域支援部
　　　　　　　　（五所、逸見、加藤）
　　　　　電話 0974-543-2047　FAX 097-546-2111
申込締切　８月５日㈮
そ の 他　相談は無料。相談は個別に行い、内容につい

ては秘密厳守します。

❺
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9:

00
-1

7:
00

・
竹

田
夏

越
祭

11
:0

0
〜

　（
城

下
町

一
円

）　
・「

国
際

料
理

教
室

」
10

:0
0

〜
15

:0
0　

※
要

予
約

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

調
理

室
）

問
 竹

田
市

商
工

観
光

課
（

☎
63

-4
80

7）
　

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

講
習

会
「

究
極

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

」
13

:3
0

〜
15

:3
0（

久
住

公
民

館
２

F視
聴

覚
室

）

25
㈪

・
第

31
回

日
本

一
炭

酸
泉

ま
つ

り
　

9:
00

-1
7:

00
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

26
㈫

・
久

住
地

域
早

朝
さ

わ
や

か
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
7:0

0〜
9:0

0（
稲

葉
ダ

ム
ひ

ょ
う

た
ん

島
公

園
）

※
雨

天
時

中
止

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
　

10
:30

-1
1:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
　

13
:30

-1
5:3

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

27
㈬

・
第

６
回

竹
田

市
畜

産
共

進
会

／
久

住
地

域
予

選
会

　
9:

00
-1

7:
00

（
久

住
家

畜
総

合
セ

ン
タ

ー
）　

・『
平

成
23

年
度

奥
豊

後
ち

ょ
っ

と
見

歴
史

展
（

仮
）』

9:
00

-1
7:

00
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）〔
〜

８
月

７
日

ま
で

〕　
・

精
神

保
健

福
祉

相
談

　
14

:0
0

〜
16

:0
0（

竹
田

総
合

庁
舎

内
豊

肥
保

健
所

出
張

サ
ー

ビ
ス

会
場

）
※

要
予

約
　

問
 0

97
4-

22
-0

16
2（

豊
肥

保
健

所
地

域
保

健
課

）　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

28
㈭

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:30
-1

5:3
0（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

29
㈮

・
チ

ャ
リ

テ
ィ

バ
ザ

ー
10

:0
0

〜
14

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

30
㈯

31
㈰

・
第

6回
竹

田
市

と
う

き
び

フ
ェ

ス
タ

 in
 菅

生
　

9:
00

-1
6:

00
（

道
の

駅
す

ご
う

）　
・

高
齢

者
大

学
竹

田
学

級
10

:0
0-

11
:3

0（
竹

田
市

文
化

会
館

）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

　
・

久
住

地
域

１
日

清
掃

デ
ー

  8
:3

0
〜

10
:3

0

月
　

間

そ
の

他

【
納

期
限

】
固

定
資

産
税

２
期

、
国

民
健

康
保

険
税

１
期

、
介

護
保

険
料

・
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
１

期
（

８
月

１
日

納
期

）
・

ソ
フ

ト
王

国
た

け
た

三
ツ

星
ソ

フ
ト

ク
リ

ー
ム

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
7

／
1

〜
9

／
30

）　
・

お
お

い
た

夏
の

事
故

ゼ
ロ

運
動

（
7

／
15

〜
7

／
24

）
 　

　
　

  ・
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
強

調
月

間
 

・
竹

田
市

立
歴

史
資

料
館

『
お

も
し

ろ
南

画
展

』（
〜

8
／

21
）　

　
・

夏
の

省
エ

ネ
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（

〜
9

／
30

）　
・

８
月

４
日

「
第

７
回

人
権

を
守

る
市

民
の

集
い

」
13

:3
0

〜
（

竹
田

市
文

化
会

館
）

・
８

月
８

日
〜

８
日

　
久

住
夏

越
祭

り
（

久
住

町
商

店
街

）

1
㈮

・
 竹

蔵
写

真
『

水
』

展
　

9:0
0-

17
:00

（
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）〔

〜
10

日
ま

で
〕　

・
第

61
回

社
会

を
明

る
く

す
る

運
動

啓
発

活
動

（
7:2

0〜
・

Ｊ
Ｒ

豊
後

竹
田

駅
前

／
7:3

0〜
・

Ｊ
Ｒ

豊
後

荻
駅

前
他

／
8:3

0〜
　

・
久

住
支

所
前

／
8:3

0〜
・

直
入

支
所

前
）　

・
第

７
回

農
業

委
員

会
総

会

2
㈯

・
竹

田
市

防
災

の
日

3
㈰

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

〔
早

朝
散

策
岡

城
〕　

廣
瀬

神
社

前
5:

50
集

合
※

1　
・

竹
田

市
農

業
委

員
会

委
員

選
挙

立
候

補
届

出
日

4
㈪

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
　

13
:3

0-
15

:3
0（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

　
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

5
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0 
 （

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
竹

田
市

畜
産

共
進

会
／

荻
地

域
出

品
牛

巡
回

選
抜

会

6
㈬

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

　
13

:2
0-

14
:0

0（
竹

田
幼

稚
園

）

7
㈭

・
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

安
全

祈
願

祭
　

11
:0

0-
12

:0
0 

 （
清

掃
セ

ン
タ

ー
内

建
設

地
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

8
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
　

13
:0

0-
15

:0
0 

 （
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
　

☎
63

-4
81

8

9
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

　
10

:0
0-

11
:3

0 
 （

佐
藤

義
美

記
念

館
〔

こ
の

こ
の

お
う

ち
〕）

・
第

61
回

社
会

を
明

る
く

す
る

運
動

竹
田

市
民

大
会

10
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

10
㈰

・
竹

田
市

農
業

委
員

会
委

員
選

挙
選

挙
区

投
票

日

11
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・

パ
ッ

ケ
ー

ジ
事

業
説

明
会

〔
久

住
地

域
〕

19
:0

0
〜

21
:0

0 
（

久
住

支
所

３
階

会
議

室
）

12
㈫

・
 豊

肥
子

牛
市

場
　

9:
30

-1
2:

00
　

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

　
13

:3
0-

15
:3

0 
（

竹
田

古
町

会
場

）

13
㈬

・『
第

13
回

虹
の

会
・

き
つ

つ
き

の
会

版
画

交
流

展
』　

9:
00

-1
7:

00
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）〔
〜

24
日

ま
で

〕　
・

3・
6・

12
か

月
健

診
13

:0
0-

13
:2

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日
　

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

　
14

:0
0-

15
:0

0　
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
パ

ッ
ケ

ー
ジ

事
業

説
明

会
〔

直
入

地
域

〕
19

:0
0

〜
21

:0
0 

（
道

の
駅

な
が

ゆ
温

泉
２

階
会

議
室

）

14
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
・

パ
ッ

ケ
ー

ジ
事

業
説

明
会

〔
竹

田
地

域
〕

19
:0

0
〜

21
:0

0（
竹

田
商

工
会

議
所

２
階

ホ
ー

ル
）

15
㈮

・
第

６
回

竹
田

市
畜

産
共

進
会

／
直

入
地

域
予

選
会

　
9:

00
-1

7:
00

（
直

入
畜

産
審

査
棟

）　
・

平
成

23
年

度
体

感
型

交
通

安
全

教
室

　
14

:0
0-

16
:0

0
（

竹
田

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）　

・
第

１
回

荻
地

域
ま

ち
づ

く
り

工
房

 1
8:

30
-2

0:
30

（
荻

支
所

大
会

議
室

）　
・

パ
ッ

ケ
ー

ジ
事

業
説

明
会

〔
荻

地
域

〕
19

:0
0

〜
21

:0
0（

荻
公

民
館

２
階

中
会

議
室

）

16
㈯

・
第

１
回

竹
田

地
域

〔
北

部
・

東
部

〕
ま

ち
づ

く
り

工
房

13
:3

0-
15

:3
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

・
第

１
回

久
住

地
域

ま
ち

づ
く

り
工

房
 1

8:
30

-2
0:

30
（

久
住

公
民

館
）

※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で
（
小
河
晴
義
　
☎
62
–3
66
2、
太
田
正
一
　
☎
68
–2
48
0、
渡
辺
善
照
　
☎
77
–2
06
7、
斉
藤
義
昭
　
☎
75
–2
69
2）

竹
田
市
の
こ
よ
み
７

月20
11
年

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

　
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15

日
で
す
（
15

日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締

切
日
と
な
り
ま
す
）
。

●
お

問
い

合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5 

※
1　

問
竹
田
市
歩
こ
う
会
　
☎
09
74
-6
2-
25
01
（
山
本
）

※
2　

問
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

平
成

23
年

度
　

竹
田

市
巡

回
健

診
日

程
表

【
７

月
】

実
施

月
日

地
　

域
場

　
　

所
７
月
１
日
㈮

直
　
入

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
５
日
㈫

明
　
治

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
７
日
㈭

白
　
丹

白
丹
公
民
館

７
月
８
日
㈮

白
　
丹

白
丹
公
民
館

７
月
11
日
㈪

都
　
野

都
野
公
民
館

７
月
12
日
㈫

都
　
野

都
野
公
民
館

７
月
14
日
㈭

久
　
住

久
住
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
15
日
㈮

久
　
住

久
住
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
25
日
㈪

宮
　
城

宮
城
台
小
学
校

７
月
26
日
㈫

城
　
原

城
原
小
学
校

７
月
27
日
㈬

松
　
本

竹
田
南
部
中
学
校

７
月
28
日
㈭

入
　
田

祖
峰
小
学
校

７
月
29
日
㈮

岡
　
本

岡
本
小
学
校

７
月
31
日
㈰

直
　
入

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成

23
年

度
　

竹
田

市
巡

回
健

診
日

程
表

【
８

月
】

実
施

月
日

地
　

域
場

　
　

所
８
月
５
日
㈮

豊
　
岡

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
月
８
日
㈪

竹
　
田

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
月
19
日
㈮
竹
田
・
豊
岡
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
月
21
日
㈰

久
　
住

久
住
保
健
セ
ン
タ
ー

８
月
29
日
㈪

直
　
入

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
月
30
日
㈫

直
　
入

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
64

回
大

分
県

民
体

育
大

会
竹

田
市

予
選

会
日

程
■

弓
　

道
（
近
的
・
遠
的
）

　
日
　
時
：
7月

23
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　
16
:0
0
〜

　
会
　
場
：
竹
田
市
弓
道
場
（
飛
田
川
）

■
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　
日
　
時
：
7月

3日
㈰
　
9:
00

〜
　
			




　
会
　
場
：
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

■
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
（
一
般
男
子
・
女
子
・
45
歳
及
び
60
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
）

　
日
　
時
：
7月

3日
㈰
　
14
:0
0
〜

　
会
　
場
：
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
剣

　
道

　
日
　
時
：
7月

3日
㈰
　
9:
00

〜
　
会
　
場
：
玉
来
分
館
　
体
育
館

■
卓

　
球
（
男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
ほ
か
）

　
日
　
時
：
7月

10
日
㈰
　
9:
00

〜
　
会
　
場
：
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
テ

ニ
ス
（
一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
・
一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス
ほ
か
）
	

　
日
　
時
：
7月

10
日
㈰
　
14
:0
0
〜

　
会
　
場
：
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
	

■
陸

上
競

技
（
ト
ラ
ッ
ク
種
目
・
フ
ィ
ー
ル
ド
種
目
）

　
日
　
時
：
7月

30
日
㈯
　
18
:0
0
〜

　
会
　
場
：
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

※
6月

15
日
現
在
で
、
競
技
団
体
よ
り
届
出
が
あ
っ
た
分
で
す
。

※
個
人
で
の
参
加
も
可
能
な
競
技
も
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お

問
い

合
せ
　
竹
田
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　

☎
63

-4
81

7

行
政

相
談

・
竹

田
　
７
月
20
日
㈬
  1

0:
00
〜
12
:0
0

　
　
　
　
（
竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
  相

談
室
）
 

・
　荻

　　
７
月
21
日
㈭
  1

0:
00
〜
12
:0
0

　
　
　
　
（
荻
支
所
　
１
階
厚
生
室
）

・
久

住
　
７
月
20
日
㈬
  1

0:
00
〜
12
:0
0

　
　
　
　
（
久
住
支
所
　
１
階
会
議
室
）

・
直

入
　
７
月
20
日
㈬
  1

0:
00
〜
12
:0
0

　
　
　
　
（
直
入
支
所
　
相
談
室
）

●
お

問
い

合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　

☎
63

-4
80

0

第
19

回
ナ

イ
タ

ー
陸

上
『

20
11

ド
リ

ー
ム

・
ゲ

ー
ム

ス
 in

 お
ぎ

』
出

場
者

募
集

中
・
８
月
６
日
㈯
 1
6:
30
〜
開
会
式
　
（
荻
小
学
校
運
動
場
）

・
参
加
申
込
書
を
７
月
29
日
㈮
ま
で
事
務
局
に
申
し
込
む
こ
と
。

　
当
日
受
付
は
不
可
。

●
詳

細
　
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
実
行
委
員
会
（
荻
公
民
館
内
）

　
　
　
　

☎
68

-2
02

5
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17
㈰

・
第

25
回

久
住

高
原

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

大
会

　
9:

00
-1

3:
30

（
久

住
町

南
登

山
口

）　
・

第
26

回
入

田
名

水
祭

・
河

川
プ

ー
ル

開
き

　
9:

30
-1

2:
00

（
入

田
中

島
公

園
・

河
宇

田
）

問
入

田
名

水
祭

実
行

委
員

会
☎

 6
2-

29
55

　
・

第
１

回
竹

田
地

域
〔

南
部

・
西

部
〕

ま
ち

づ
く

り
工

房
 1

3:
30

-1
5:

30
（

玉
来

分
館

）　
・

第
１

回
直

入
地

域
ま

ち
づ

く
り

工
房

 1
8:

30
-2

0:
30

（
直

入
支

所
会

議
室

）

18
㈪

・
海

の
日

　
・

第
14

回
夏

休
み

図
書

館
ま

つ
り

　
13

:0
0-

15
:3

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
問

 竹
田

市
立

図
書

館
　

☎
63

-1
04

8
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

19
㈫

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

〔
遊

歩
道

〕　
花

水
月

前
8:

00
集

合
※

1　
・「

前
田

亮
二

・
染

色
展

　
〜

ジ
ュ

ウ
ネ

ン
ヒ

ト
リ

ギ
リ

〜
」

10
:0

0-
18

:0
0（

大
分

市
・

ア
ー

ト
プ

ラ
ザ

ホ
ー

ル
）

〜
24

日
ま

で
　

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）

20
㈬

・
第

6回
竹

田
市

畜
産

共
進

会
／

竹
田

地
域

予
選

会
　

9:0
0-

17
:00

（
豊

肥
家

畜
市

場
）　

・
年

金
相

談
　

10
:00

-1
5:0

0 
 （

竹
田

市
高

齢
者

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

）
 ※

一
部

予
約

制
　

問
 日

本
年

金
機

構
大

分
年

金
事

務
所

 ☎
09

7-
55

2-
12

11
   

・
妊

婦
歯

科
検

診
＆

プ
レ

マ
マ

教
室

　
13

:00
-1

3:1
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）・

3歳
児

健
診

　
13

:00
-1

3:2
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

 ・
大

分
県

行
政

書
士

会
無

料
相

談
会

　
13

:00
-1

6:0
0（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕）
 ・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:30

-1
5:3

0（
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約
（

☎
63

-3
34

6）
 ・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日
  ・

Re
ad

y2
ch

at
英

会
話

〔
英

語
中

・
上

級
向

け
〕

19
:00

-2
1:0

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

会
議

室
 ）　

問
  竹

田
市

商
工

観
光

課
　

☎
63

-4
80

7

21
㈭

・
高

齢
者

大
学

竹
田

学
級

　
10

:0
0-

11
:3

0（
竹

田
市

文
化

会
館

）
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

　
・

第
８

回
農

業
委

員
会

総
会

22
㈮

・
竹

田
市

戦
没

者
追

悼
式

  9
:0

0-
12

:0
0　

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

お
も

城
サ

イ
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

13
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
 ☎

63
-4

81
8　

・
豊

肥
成

牛
市

場

23
㈯

・
第

31
回

日
本

一
炭

酸
泉

ま
つ

り
　

9:
00

-1
7:

00
　

・
童

謡
と

絵
本

の
会

10
:0

0-
11

:3
0（

佐
藤

義
美

記
念

館
「

こ
の

こ
の

お
う

ち
」）

　
・

竹
田

夏
越

祭
10

:0
0

〜
（

城
下

町
一

円
）

問
 竹

田
市

商
工

観
光

課
 ☎

63
-4

80
7

24
㈰

・『
郷

土
の

自
然

に
親

し
み

植
物

を
観

察
す

る
会

』〔
真

夏
の

タ
デ

原
〕

竹
田

市
役

所
8:

00
集

合
※

2　
・

第
31

回
日

本
一

炭
酸

泉
ま

つ
り

　
9:

00
-1

7:
00

・
竹

田
夏

越
祭

11
:0

0
〜

　（
城

下
町

一
円

）　
・「

国
際

料
理

教
室

」
10

:0
0

〜
15

:0
0　

※
要

予
約

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

調
理

室
）

問
 竹

田
市

商
工

観
光

課
（

☎
63

-4
80

7）
　

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

講
習

会
「

究
極

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

」
13

:3
0

〜
15

:3
0（

久
住

公
民

館
２

F視
聴

覚
室

）

25
㈪

・
第

31
回

日
本

一
炭

酸
泉

ま
つ

り
　

9:
00

-1
7:

00
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

26
㈫

・
久

住
地

域
早

朝
さ

わ
や

か
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
7:0

0〜
9:0

0（
稲

葉
ダ

ム
ひ

ょ
う

た
ん

島
公

園
）

※
雨

天
時

中
止

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
　

10
:30

-1
1:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
　

13
:30

-1
5:3

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

27
㈬

・
第

６
回

竹
田

市
畜

産
共

進
会

／
久

住
地

域
予

選
会

　
9:

00
-1

7:
00

（
久

住
家

畜
総

合
セ

ン
タ

ー
）　

・『
平

成
23

年
度

奥
豊

後
ち

ょ
っ

と
見

歴
史

展
（

仮
）』

9:
00

-1
7:

00
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）〔
〜

８
月

７
日

ま
で

〕　
・

精
神

保
健

福
祉

相
談

　
14

:0
0

〜
16

:0
0（

竹
田

総
合

庁
舎

内
豊

肥
保

健
所

出
張

サ
ー

ビ
ス

会
場

）
※

要
予

約
　

問
 0

97
4-

22
-0

16
2（

豊
肥

保
健

所
地

域
保

健
課

）　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

28
㈭

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:30
-1

5:3
0（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

29
㈮

・
チ

ャ
リ

テ
ィ

バ
ザ

ー
10

:0
0

〜
14

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

30
㈯

31
㈰

・
第

6回
竹

田
市

と
う

き
び

フ
ェ

ス
タ

 in
 菅

生
　

9:
00

-1
6:

00
（

道
の

駅
す

ご
う

）　
・

高
齢

者
大

学
竹

田
学

級
10

:0
0-

11
:3

0（
竹

田
市

文
化

会
館

）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

　
・

久
住

地
域

１
日

清
掃

デ
ー

  8
:3

0
〜

10
:3

0

月
　

間

そ
の

他

【
納

期
限

】
固

定
資

産
税

２
期

、
国

民
健

康
保

険
税

１
期

、
介

護
保

険
料

・
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
１

期
（

８
月

１
日

納
期

）
・

ソ
フ

ト
王

国
た

け
た

三
ツ

星
ソ

フ
ト

ク
リ

ー
ム

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
7

／
1

〜
9

／
30

）　
・

お
お

い
た

夏
の

事
故

ゼ
ロ

運
動

（
7

／
15

〜
7

／
24

）
 　

　
　

  ・
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
強

調
月

間
 

・
竹

田
市

立
歴

史
資

料
館

『
お

も
し

ろ
南

画
展

』（
〜

8
／

21
）　

　
・

夏
の

省
エ

ネ
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（

〜
9

／
30

）　
・

８
月

４
日

「
第

７
回

人
権

を
守

る
市

民
の

集
い

」
13

:3
0

〜
（

竹
田

市
文

化
会

館
）

・
８

月
８

日
〜

８
日

　
久

住
夏

越
祭

り
（

久
住

町
商

店
街

）

1
㈮

・
 竹

蔵
写

真
『

水
』

展
　

9:0
0-

17
:00

（
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）〔

〜
10

日
ま

で
〕　

・
第

61
回

社
会

を
明

る
く

す
る

運
動

啓
発

活
動

（
7:2

0〜
・

Ｊ
Ｒ

豊
後

竹
田

駅
前

／
7:3

0〜
・

Ｊ
Ｒ

豊
後

荻
駅

前
他

／
8:3

0〜
　

・
久

住
支

所
前

／
8:3

0〜
・

直
入

支
所

前
）　

・
第

７
回

農
業

委
員

会
総

会

2
㈯

・
竹

田
市

防
災

の
日

3
㈰

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

〔
早

朝
散

策
岡

城
〕　

廣
瀬

神
社

前
5:

50
集

合
※

1　
・

竹
田

市
農

業
委

員
会

委
員

選
挙

立
候

補
届

出
日

4
㈪

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
　

13
:3

0-
15

:3
0（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

　
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

5
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0 
 （

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
竹

田
市

畜
産

共
進

会
／

荻
地

域
出

品
牛

巡
回

選
抜

会

6
㈬

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

　
13

:2
0-

14
:0

0（
竹

田
幼

稚
園

）

7
㈭

・
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

安
全

祈
願

祭
　

11
:0

0-
12

:0
0 

 （
清

掃
セ

ン
タ

ー
内

建
設

地
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

8
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
　

13
:0

0-
15

:0
0 

 （
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
　

☎
63

-4
81

8

9
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

　
10

:0
0-

11
:3

0 
 （

佐
藤

義
美

記
念

館
〔

こ
の

こ
の

お
う

ち
〕）

・
第

61
回

社
会

を
明

る
く

す
る

運
動

竹
田

市
民

大
会

10
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

10
㈰

・
竹

田
市

農
業

委
員

会
委

員
選

挙
選

挙
区

投
票

日

11
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・

パ
ッ

ケ
ー

ジ
事

業
説

明
会

〔
久

住
地

域
〕

19
:0

0
〜

21
:0

0 
（

久
住

支
所

３
階

会
議

室
）

12
㈫

・
 豊

肥
子

牛
市

場
　

9:
30

-1
2:

00
　

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

　
13

:3
0-

15
:3

0 
（

竹
田

古
町

会
場

）

13
㈬

・『
第

13
回

虹
の

会
・

き
つ

つ
き

の
会

版
画

交
流

展
』　

9:
00

-1
7:

00
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）〔
〜

24
日

ま
で

〕　
・

3・
6・

12
か

月
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平成23年度視覚障がい教育相談（巡回相談）
　大分教育委員会では、視覚に障がいのある幼児児童生
徒及びその保護者等に対しての巡回教育相談会を実施い
たします。どうぞお気軽に相談にお越しください。
日　　時　８月25日㈭　10:30 〜 15:00
会　　場　竹田市役所　３階会議室
相談内容　視覚障がいのある幼児児童生徒の家庭での接

し方、保育、教育、医療に関すること等
相談対象　視覚障がいのある幼児児童生徒及びその保護

者、または関係者（保育士、教員等）
申込方法  竹田市教育委員会学校教育課に「視覚障がい

教育相談票」がありますので、必要事項を記
入の上、お申し込みください。

申込締切　８月２日㈫
相談担当　大分県立盲学校教育支援部（大分市金池町

3-1-75）　☎097-532-2638

住民窓口
おおいた広域窓口サービスに豊後大野市・佐伯市も参加
・平成23年７月１日から新たに豊後大野市と佐伯市が
参加します。

・おおいた広域窓口サービス県内参加市町の窓口で「住
民票の写し」「戸籍謄抄本」「印鑑証明書」などの交
付が受けられます。

・利用できる方は参加市町に住民登録のある方に限られ
ます。また、本人など利用できる人に制限があります。

・印鑑と来庁者の身分証明書（免許証等）をお持ちください。
・「印鑑登録証明書」を請求の場合は、各市町発行の印
鑑登録証をお持ちください。

参加市町：大分市　別府市　中津市　杵築市　由布市　
九重町　日出町　宇佐市　国東市　竹田市　
豊後大野市　佐伯市

●お問い合せ　竹田市市民課　☎63-4804

試　験
平成23年度自衛官募集
　一般曹候補生、自衛官候補生、航空学生を募集します。
対 象 者　18歳以上27歳未満の男女
　＊航空学生については、高卒（見込み）18歳以上21歳未満
受付期間　８月１日㈪〜９月９日㈮
　＊男性の自衛官候補生は随時
試験期日・場所

○一般曹候補生　９月17日㈯（竹田市文化会館大会議室）
○自衛官候補生　９月17日㈯（竹田市文化会館大会議室）
○航 空 学 生　９月23日㈮（大分県中小企業会館）
○自衛官候補生（女性）
　　　　　　　　９月25日㈰・26日㈪（府内学園）
●お問い合せ　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所
　　　　　　　☎63-3320

研　修
あなたも原木しいたけ栽培の担い手になりませんか
◇しいたけ栽培研修生募集
　大分県では、原木しいたけ生産への就農を支援するた
め、習熟度に応じた２つの研修会を開催します。しいた
け栽培への就農への検討中の方、就農間もない方等、多
数の参加者をお待ちしています。
①栽培基礎研修　計４回開催する研修会（講義及び簡単
な実技）を通してしいたけ栽培の基礎を学ぶ研修

　開 講 日　８月28日
　研修場所　農林水産指導研究センター林業研究部
　募集人員　40名
②生産現場通型研修　最大12日間、研修生在住地の近
隣優良生産者の生産現場に通い、生産者から直接、技
術指導を受ける実践研修

　募集人員　8名
　受講申込　受講申込書（市及び県の担当窓口に設置）

に必要事項を記入のうえ、竹田市農政課及
び各支所産業建設課、大分県豊肥振興局林
業・木材・椎茸班に提出してください。

締め切り　７月29日㈮
＊希望者多数の場合は選考となります。
＊募集での「就農」とは、専業・兼業問わず、生産した
しいたけを市場等に出荷している方です。

●お問い合せ　大分県農林水産部林産振興室椎茸振興班
☎097-506-3836  振興局窓口：大分県豊肥振興局農山
村振興部林業・木材・椎茸班　☎63-1174	

狩　猟
狩猟免許試験講習会
　狩猟免許の取得を希望する方は受講してください
◇網猟・わな
　①日時　７月16日㈯　10:00 〜 16:30
　　場所　大分県林業会館（大分市）
　②日時　８月28日㈰　10:00 〜 16:30
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　　場所　豊後大野市中央公民館
◇第１・２種銃猟
　①日時　７月17日㈰ ・18日㈪　10:00 〜 16:30
　　場所　大分県林業会館（大分市）
　　受講内容  法令、狩猟鳥獣の判別、猟具の取り扱い、実技
　　受講料
　　○網猟、わな猟、第１種銃猟、第２種銃猟、網猟及

びわな猟、第１種銃猟及び第二種銃猟は、各々
7000円

　　○網猟・わな猟及び第１種銃猟、網猟・わな猟及び
第２種銃猟  網猟・わな猟及び第１種銃猟並びに
第２種銃猟は、各々 9,000円

　　受付期間　７月１日㈮ 〜７月８日㈮
●お問い合せ  竹田市猟友会事務局（西尾）　☎62-3434

平成23年度狩猟免許試験
◇第１種銃猟・第２種銃猟
　①日時　８月７日㈰　9:00 〜 17:00
　　場所　大分県竹田総合庁舎（豊肥振興局）
　②日時　10月15日㈯　9:00 〜 17:00
　　場所　大分県庁舎本館（正庁ホール）
◇網猟、わな猟
　①日時　9月11日㈰　9:00 〜 17:00
　　場所　大分県竹田総合庁舎（豊肥振興局）
　②日時　10月16日㈰　9:00 〜 17:00
　　場所　大分県庁舎本館（正庁ホール）
　　受付期間　①７月11日㈪〜７月22日㈮　②８月22

日㈪〜８月31日㈬　③９月20日㈫〜９月30日㈮
　　手 数 料
　　○すでに狩猟免許を受け、その有効期間内に他の狩猟

免許を受けようとする者は、１件につき、3,900円
　　○新たに狩猟免許を受けようとする者は、１件につ

き5,200円
　　必要書類
　　○医師の診断書または銃砲所持許可証の写し
　　○写真（１件につき１枚。無帽、大きさ縦３㌢×横2.4㌢）
　　○80円切手を貼った返信用封筒１通
●お問い合せ　大分県豊肥振興局　農山村振興部　森林
管理班（柳楽）　☎63-1174

住　宅
公営住宅の入居者募集
　市内にある公営住宅（市営・県営・特定公共賃貸住宅）
の入居者を募集しています。
入居資格  現に住宅に困窮している方で、収入基準に該

当する方
申込期間　随時受付
抽選日時　随時（公営住宅に空きがでた時）
※書類審査及び実態調査を行い、適格者については抽選
により、その都度入居順位を決定します。

※荻、久住、直入の各支所産業建設課でも申請できます。
●お問い合せ・お申込み
　竹田市建設課庶務係　☎63-4808

教　室
Ready2chat　英会話（英語中・上級） 
時　間　７月20日㈬　19:00 〜 21:00 
場　所　竹田市総合社会福祉センター会議室 
参加費　 な  し 

「美味しいは幸せ」国際料理教室 
　今回はロシア料理　「ソリャンカ」　 
時　　間　７月23日㈯　10:00 〜 15:00
場　　所　竹田市総合社会福祉センター調理室 
材 料 費　１人 約1,000円 程度 
申込期限　７月19日㈫まで　※要予約 
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

① 修 理 及 び 販 売 員1人15 〜 18.5万　② 農 作 業 員2人
12.86 〜 15万　③介護職員1人13.54万　④調理員1人
13.2 〜 15.84万　⑤正看護師3人18.9 〜 22万　⑥事務
員1人12.1万　⑦養鶏作業員1人15 〜 25万　⑧縫製及
び検査工2人12.07 〜 12.93万　⑨調理師見習1人16 〜
22万　⑩司書または司書補1人11 〜 12.8万円　⑪タク
シー乗務員1人13.4 〜 21.4万　⑫配達係1人12.32万

〔パート求人（時給）〕
⑬送迎運転手2人700円　⑭販売員1人850円　⑮事務員
1人650 〜 800円　⑯介護職員1人650 〜 800円　⑰清掃
業務1人650円　⑱作業員1人700円　⑲歯科助手1人680
円　⑳正・准看護1人950 〜 1,677円　㉑レジ・販売員1
人643 〜 804円　㉒成形・検査・加工3人643円　㉓ホー
ムヘルパー 2人1,200円　㉔接客・調理補助2人712円　

アーク溶接作業特別教育のおしらせ
日　時　８月２日㈫〜３日㈬　8:50 〜 16:10
場　所　大分県立三重総合高校久住校
受講料　8,400円（会員外9,450円）
　　　　テキスト代　1,050円
●お問い合せ・お申込み
　㈳大分県労働基準協会豊後大野支部　☎0974-26-4115

❾
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

７月２日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

７月３日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

７月９日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

７月10日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

７月16日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

７月17日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
７月18日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

７月23日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

７月24日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

７月30日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

７月31日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

８月６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月７日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

7月３日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
7月10日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
7月17日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
7月18日㈪ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
7月24日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
7月31日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

◇たけた市民チャンネル７月特番情報

・地域審議会講演会
放 送 日 ７月９日、16日、23日、30日　土曜日　17:00〜

　5月26日㈭　地域審議会の中で行われた、講演会の模
様をお届けします。日田市大山町ひびきの郷総支配人の
緒方英雄氏を講師に迎え、「まちは劇場　まちは舞台　
まちを通れば拍手が聞こえる〜私の考える地方自治〜」
と題して講演が行われました。

・竹田総合地域学センター由学館第２回由学館セミナー
放 送 日 ７月10日、17日、24日、31日　日曜日　14:00〜

　６月５日㈰に行われた、第２回由学館セミナーの模様
をお届けします。
　今回のセミナーでは、「岡藩における学術文化の開
花」をテーマに、中川家第18代当主中川久定氏、大分市
美術館学芸顧問　宗像健一氏、大分県文化課参事佐藤晃
洋氏の３名による研究報告が行われました。

※都合により番組内容が一部変更する場合があります。
●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター
　　　　　　　☎76-1415

❿

竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

たけたケーブルテレビ

バスの車内事故防止についてのお願い
　ただいま、走行中のバス車内での事故を防止するため、「車内
事故防止」キャンペーンを実施しています。
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合があり
ます。お降りの際には、バスが停留所に着いて扉が開いてから席
をお立ち願います。
　また、バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得ずブレーキ
を掛ける場合があります。満席のため、お立ちになってご利用いた
だく場合には、吊革や握り棒にしっかりおつかまりください。
　バスの車内事故防止に皆様のご理解とご協力をお願いします。

社団法人大分県バス協会



たけたん情報　平成23年７月号 ⓫

◆低所得世帯に対する軽減
　世帯の前年の所得合計額が、下記の基準以下の場合、均等割額・平等割額が軽減されます。申
請していただく必要はありませんが、前年の所得金額を申告していない場合は、軽減を受けるこ
とができません。所得の申告が必要な人は必ず申告をしてください。

区　　分 該当する世帯の所得基準額
軽減される金額

均等割額
（１人につき）

平等割額
（１世帯につき）

７割軽減
医 療 分

33万円以下
21,630円 16,100円

支援金分 5,460円 4,130円
介 護 分 6,090円 3,360円

５割軽減
医 療 分

33万円＋（24.5万円×
世帯主を除く被保険者数）

15,450円 11,500円
支援金分 3,900円 2,950円
介 護 分 4,350円 2,400円

２割軽減
医 療 分

33万円＋（35万円×被保険者数）
6,180円 4,600円

支援金分 1,560円 1,180円
介 護 分 1,740円 960円

◆非自発的失業者に対する軽減
　平成22年度より、会社の倒産や会社都合等の非自発的理由で失業した方（雇用保険の特定受給
資格者及び特定理由離職者に限ります）の保険税は、離職日の翌日の属する月からその翌年度末
までの間、前年中の給与所得を30／100とみなして計算します。対象となる人は雇用保険受給者
証を持参の上、保険課又は、各支所いきいき市民課で申請をしてください。
　☆対象者　21年3月31日以降に離職した人（離職した時点で65歳未満）で、雇用保険受給者証
　　　　　　の離職理由コードが11、12、21、22、23、31、32、33、34の人

◆後期高齢者医療制度の創設に伴う軽減措置
　世帯の中に後期高齢者医療制度に移行する人がいる場合は、
国保加入者の保険税が急に増えることのないよう、軽減措置
があります。この軽減については、申請していただく必要は
ありません。

◆災害等による減免
　災害等で保険税の納付が困難なときは、申請することによって保険税の減免が認められること
があります。（ただし、申請が受理された時点で既に納期限を経過している保険税については、
減免の対象とはなりません）

○課税に関するお問い合わせ　竹田市税務課　課税係　☎63-1111（内線125・126・127）
○納付に関するお問い合わせ　竹田市税務課　管理係　☎63-1111（内線121・122・129）

保険税の軽減と減免について
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後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ
平成23年度　保険料額決定通知書等の送付について

平成23年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。
　保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

○　特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合
は、その月の年金から天引きされます。

○　普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合
は、その月の納期限までに納付書等で保険料を納め
ていただくようになります。ただし、口座振替申請を
されている方は、納期限の日に通知書に記載してい
る金融機関から振り替えさせていただきますので、
手続は必要ありません。

新しい保険証の送付について

保険証が更新されますので、７月中旬に新しい保険証をお送りします。
○　現在の赤色の保険証は、７月末で有効期限が切れ
ます。

○　新しい保険証は折りたたみタイプに変更されます。
半分に折って使ってください。

○　裏面に臓器提供の意思表示ができるようになりま
した。

○　８月以降は新しい保険証を使ってください。
○　新しい保険証の有効期限は、平成24年７月31日で
す。

○　新しい保険証の色は、黄色です。
○　保険証は上記、保険料額決定通知書とは別に送付
します。

○　「一部負担金の割合」は、平成22年中の所得に基づ
いて判定されています。

平成23年度　限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付

　認定証は、入院をする際に必要となります。また、現在発行している認定証は、７月31日㈰で有効
期限が切れます。今後、必要な方は申請をしてください。
☆対象となる被保険者　平成23年度住民税非課税世帯に属する方
☆申請に必要なもの　　①保険証　②印鑑　③過去１年間に90日を超える入院があれば、入院日
　　　　　　　　　　　数が分かる証明書（領収書等）

【非自発的失業者の保険料の減免について】
　非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、税務課課税係
☎63−1111（内線125・126・127）までお問い合わせ下さい。

お問い合わせ　大分県後期高齢者医療広域連合  ☎097-534-1771（代表）
申請窓口　竹田市保険課（国保・高齢者医療係）  ☎63-1111（内線135・136・137）及び各支所いきいき市民課
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